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（写真上）後家山遺跡より検出された1号木棺墓　規模は長さ1．9m　幅80cm

（写真下）木棺墓からは鉄釧他、ガラス小玉55点（12p）が検出された。

鉄釧は保存処理の結果、幅広い鉄釧が五巻一組、細身の鉄釧が六巻一組の「賂旋型鉄釧」2つが

連結している。連結した長さは約11cmである。



東一本柳古墳出土遺物　佐久市指定有形文化財（昭和62年10月20日）

所在地　岩村関東一本柳
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岩村田ヒカリゴケ自生地 『佐久市の文化財』より転載

国天然記念物（大正10年3月3日）　　所在地岩村田上ノ城

明治43年に発見され、日本にもヒカリゴケがあることが初めて同定された。

自生地の洞穴規模は、入口の間口2m、奥行き7m、高さ1．5m、面積40Idである。
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I　組　　　織

学校教育課

生涯学習課

公　民　館

体　育　課

文　化　財　課

庶務課

学務課

施設課

生涯学習係

青少年係　　　少年センター

女性係

市志編纂係

（文化会館準備室）

地区館4

体育係

文化財係

I　埋蔵文化財事業

美術館
カルチャー館 庶務係

1　体　　制

佐久市教育委員会　文化財課

教　育　長　　　高　柳

教育次長　　　黒　澤　俊

文化財課長　　　嶋　崎　節

文化財係長　　　森　角　吉

文化財係　　　林　　幸彦

上原　　学

調査主任　　　佐々木宗昭

調査副主任　　　堺　　益子

調　査　員　　　秋山　勝哉

岩崎　重子

江原　富子

柏木　義雄

勉

彦

夫

晴

三石　宗一　　須藤　隆司　　小林　眞寿　　冨沢　一明

山本　秀典　　出沢　　力

森泉かよ子

浅沼ノブ江　　阿部　和人　　荒井ふみ子　　市川　　昭

岩下　友子　　上原　幸子　　碓氷　知子　　臼田　真杉

荻原千鶴子　　小幡　弘子　　柏木　貞夫　　柏木　三郎

柏原　松枝　　加藤　美雪　　木内　明美　　木内　節雄
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菊池　喜重　　神津ツネヨ　　小金澤たけみ　　小須田サクエ

小林百合子　　小林　幸子　　小林　妙子　　小林　　裕

小林よしみ　　小山　　功　　桜井　牧子　　桜井　洋倫

佐々木久子　　佐藤　愛子　　佐藤志げ子　　佐藤　　剛

篠崎　清一　　島田　幹子　　清水佐知子　　福島　充子

田中　章雄　　田中ひさ子　　中島とも子　　中嶋フクジ

中条　悦子　　成沢　冨子　　長岡　正道　　橋詰　勝子

花岡美津子　　花里四之助　　花里三佐子　　林　美智子

比田井久美子　　平林　　秦　　細萱ミスズ　　細谷　秀子

堀籠みさと　　真嶋　保子　　宮川百合子　　三石　和子

森角　雅子　　柳澤　孝子　　柳澤千賀子　　山浦　豊子

和久井義雄　　渡遵久美子　　渡辺　長子

2　調査事業費

平成14年度調査事業費

予　算　額190，375，000円

決　算　額190，361，335円

受託事業費　　60，888，000円

小林喜久子

小林まさ子

佐々木　正

沢井　皐月

高見澤　綾

中島　良造

橋詰　信子

羽毛田香里

堀籠　滋子

武者　幸彦

山村　容子



3　保護口保存事業

（1）現状及び指定保護e保存

な　　し

（2）記録保存
1）概　要

開　 発　 原　 因　 者
調　 査　 実　 施　 数

報　 告　 書　 刊　 行
発 掘 試 掘 立 会 整 理 計

国

県

市

等 l

i

国 。県 補 助 1

国 土 交 通 省 1 1 2

長 野 県 土 地 開発 公 社

佐 久 建 設 事 務 所 1 3 2 1 7 1

佐 久 下 水 道 組 合 1 1

佐 久 市 土 地 開 発 公 社 1 1 1 3 1

佐 久 市 8 1 1 2 3 2 4 3

個 人 e 民 間企 業 9 3 3 2 4 4 2

学 術 調 査

合 計 2 0 4 9 5 7 8 1 8

原 因 者 負 担 2 0 5 7 7

国 ・県 補 助 4 9 1

2）発掘調査e整理作業

N O
遺跡名 所　 在　 地

備　　　　 考調査面積 事　　　　 業

1
上の城遺跡群 上ノ城遺跡 大字岩村田字上ノ城 陥し穴 2 基　 住居址 1 1 軒

7 89．8 I五 岩村田児童館建設 火葬墓 4 基　 堀址 1 条

2
後家山 e宮田 e東久保遺跡 I 大字平賀 e瀬戸

住居址 58 軒　 竪穴状遺構 5棟
掘立 3 棟　 土坑 74 基
井戸 2 基　 溝 3 8 条

24，4 20誼 総合運動公園建設

3
曽根城遺跡Ⅲ 大字小田井字曽根城 住居址 3 軒　 掘立 1棟

2 76．8 Id 宅地造成事業 土坑 3 基　 ピット8 5 基

4
岩村田遺跡群 岩村田池畑遺跡 大字岩村 田

溝状遺構 1 条8 20 Id アパー ト建設

5
一本柳遺跡群 西一本柳遺跡Ⅷ 大字岩村田字下樋田

住居址 9 軒　 掘立 1 棟
土坑 1基　 溝 1条
ピット20 基

6 80．6I五 市道 11－1 号線道路整備事業

6 一本柳遺跡群 西一本柳遺跡Ⅸ 大字岩村 田字下樋田
住居址 2 1 軒 掘立 7 棟　 周構 3 基
古墳周構 1基 竪穴状遺構 2 棟
土坑 11 基　溝 7 条　 ピット他

7 3 04 6．4I壷 店舗建設

8
円正坊遺跡Ⅵ 大字岩村田字塚本

住居址 3 5 軒　 掘立 4 棟
婆棺墓 1 基　 土坑 2 2 基
溝 2 条

8 50 ni 集合住宅建設
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9
東久保遺跡Ⅱ 大字平賀字東久保

住居址 12 軒
2，860 I五 道路改良

10
番屋前遺跡Ⅳ 大字猿久保

溝1 条
37Id 事務所建設

11
野沢館跡Ⅳ 大字原居屋敷

堀及び土塁の確認調査
1，90 0汀i 城山公園整備

12
開戸田遺跡 大字平賀 住居址 18 軒掘立 3 棟
2，40 0Id 道路建設 溝 5条

13
虚空蔵山狼煙台 大字根岸

竪穴状遺構 1 棟
24 5I衰 自然の道整備

14
西赤座遺跡Ⅱ 大字岩村田字西赤座 住居址2 軒掘立 1 棟

320 I壷 学校グランド造成 溝7 条

15 円正坊遺跡Ⅶ円正坊遺跡ⅦI
大字岩村田字塚本

医院建設等

住居址38 軒　 掘立 4 棟
16 円正坊遺跡Ⅸ 土坑 131 基　 竪穴状遺構 12 棟
17

l
1，25 0前 溝 4 条 井戸 3 基 ピット751 基

18
東五里田遺跡 大字野沢東五里田

住居址2 軒　 掘立 21 棟
ピット160 基　 土坑 14 基
竪穴状遺構2 棟　 溝 2 本

17，753 Id 屋内運動場等の改築工事

19 平賀中屋敷遺跡Ⅳ 大字平賀 住居址5 軒　 土坑 1 基
報告書 680前 城山小学校屋内運動場改築工事 溝 1条

20 樋　 橋　 遺　 跡Ⅱ 大字岩村田字樋橋
溝 1 条

報告書 20I五 市道改良工事

3）整理作業

N O 遺　　 跡　　 名
所　　 在　　 地
事　　　　　　 業

備　　　　　　 考

1

枇杷坂遺跡群　 他
上村遺跡上前田遺跡永存遺跡　 下伯 佐久市大字長土呂 。岩村田

発掘調査
平成 7 年度～ 11 年度
佐久市埋蔵文化財報告書第 110 集

母塚遺跡上直路遺跡 I ．Ⅱ．Ⅲ　清水

田遺跡Ⅱ辻の前遺跡　 中仲田遺跡

佐久駅周辺土地区画整理事業

2
ノ樋村遺跡群 佐久市大字平賀字樋村

発掘調査
平成 11 年度～ 12 年度
佐久市埋蔵文化財報告書第 1（施集

樋　 村　 遺　 跡　 Ⅱ 道路改良事業

3
長土呂遺跡群

佐久市大字長土呂字上聖原他
佐久流通業務団地造成事業

発掘調査
聖　 原　 遺　 跡　 Ⅱ 平成 1 年度～ 7 年度
第 2 分冊 佐久市埋蔵文化財報告書第 107 集
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4 曽根城遺跡Ⅲ
佐久市大字小田井字曽根城

宅地造成事業
佐久市埋蔵文化財報告書第 105 集

5
一本柳遺跡群 佐久市大字岩村田字下樋田

佐久市埋蔵文化財報告書第 109 集
西一本柳遺跡Ⅷ 市道 11－1 号線道路整備事業

6 上の城遺跡群　 上ノ城遺跡
佐久市大字岩村田字上ノ城
岩村田児童館建設事業

佐久市埋蔵文化財報告書第 111 集

7 西赤座遺跡
佐久市大字岩村田字西赤座

グランド造成事業
佐久市埋蔵文化財報告書第112 集

4）試掘。立会調査

恥． 遺　 跡　 名 所在 地 調査 面積 （前） 調査期 間 調査 方法

1 野馬窪遺跡群 3 猿　 久　 保 1，6 0 0 平成 14 ．4．6 ～ 1 0 試　 掘

2 長 土呂遺跡群 6 長　 土　 呂 3 0 0 平成 1 4 ．4 ．8 e 9 試　 掘

3 平賀 中屋敷遺跡 6 平　　　 賀 2 2 0 平成 1 4 ．4 ．2 5 。2 6 試　 掘

4 蛇塚 B 遺跡群 7 新　 子　 田 3 5 0 平成 1 4 ．5．7 e 8 e 1 5 試　 諒

5 周 防畑 遺跡群 12 長　 土　 呂 5 9 8 平成 1 4．4 。5 試　 掘

6 蛇塚 B 遺跡群 8 新　 子　 田 2 3 0 平成 1 4．5．1 5 試　 掘

7 鳴澤遺 跡群 （隣接） 4 岩　 村　 田 5 0 平成 1 4．5，2 1 試　 掘

8 岩村 田遺 跡群 3 0 岩　 村　 田 2 6 0 平成 1 4．5 。2 3 e 2 4 試　 掘

9 猿久保屋敷 添遺跡 5 岩　 村　 田 2，0 0 0 平成 1 4．5．3 0 ～ 6。4 試　 掘
ま1 0 四つ う子遺 跡 2 塚　　　　 原 18 0 平 成 14 ．5．1 0 試　 掘

1 1 円正坊遺跡群 4 岩　 村　 田 7 3 0 平成 14 ．4．2 4 ～ 5．1 5 試　 掘

1 2 円正坊遺跡群 5 岩　 村　 田 4 7 0 平成 14 ．5．2 0 ～ 3 0 試　 掘

1 3 長 土 呂遺跡群 7 長　 土　 呂 3 7 0 平成 14 ．6．5 。6 試　 掘

1 4 官 の西遺跡 2 岩　 村　 田 2 1 0 平成 1 4 ．6．2 0 e 2 1 試　 掘

1 5 未 周知 伴　　　 野 1，1 3 0 平成 1 4 ．7，1 ～ 2 4 試　 掘

1 6 長 明塚遺跡 （隣接） 4 野　　　　 沢 2 1 0 平成 1 4 ．7．2 6 e 2 9 試　 掘

1 7 平賀 中屋敷遺跡 7 平　　　 賀 4 ．8 平成 1 4 ．8．2 2 立　 会

1 8 番屋 前遺跡群 14 猿　 久　 保 1 1 7 平成 1 4 ．5．1 6 。8．2 4 試　 掘

1 9 筒畑遺 跡群 1 安　　　 原 5 5 0 平成 1 4．9．4 e 5 試　 掘

2 0 周 防畑遺 跡群 13 長　 土　 呂 3 2 0 平成 1 4．9 ．2 5 。2 6 。1 1．1 1 試　 掘

2 1 寺畑遺 跡群 1 0 猿　 久　 保 2 8 8．6 平成 1 4．7．3 0 試　 掘

2 2 東大久保遺 跡群 （隣接） 3 上　 平　 尾 2 7 0 平成 1 4．1 0，1 8 試　 掘

2 3 虚空蔵 山狼 煙台 1 根　　　 岸 2 0 6 平 成 1 4．1 0．2 3 。2 4 試　 掘

2 4 荒家遺跡 2 平　　　 賀 3 5 0 平 成 1 4．1 0．2 3 試　 掘

2 5 前 田遺跡群 1 小　 田　 井 3 4 4 平成 14 ．5．2 3 ～ 2 5 試　 掘

2 6 上の城遺跡 群 8 岩　 村　 田 1 6 1．8 1 平成 14 ．6．2 5 ～ 2 7 試　 掘

2 7 上の城遺跡群 9 岩　 村　 田 1 8 7．2 5 平成 1 4 ．6．2 5 ～ 2 7 試　 掘

2 8 円正坊遺跡群 6 岩　 村　 田 2 5 0 平成 1 4 ．7．2 6 試　 掘

2 9 野沢 館跡 6 原 3 5．6 平成 1 4 ．8．2 試　 掘

3 0 東五 里 田遺跡 4 野　　　　 沢 8，7 0 0 平成 1 4 ．1 工5 ～ 2 5 試　 掘
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3 1 長土呂遺跡 群 8 長　 土　 呂 6 5 0 平成 14息7 ～ 9・1 1．1 1・1 2 式　 掘

3 2 西赤座遺跡 1 1 岩　 村　 田 9 0 0 平成 14．10．22 ～ 3 0 式　 掘

3 3 平賀 城跡 5 平　　　　 賀 15 3 平成 14．1 1．1 1 式　 掘

3 4 東立科 A 遺跡 1 東　 立　 科 2 0 8 平成 14．1 1．18 ～ 2 0 式　 掘

3 5 開戸 田遺跡 1 内 山 ～平 賀 8 6 0 平成 14．10．7 ～ 11・2 9 式　 掘

3 6 西表遺跡群 1 伴　　　 野 14 5 平成 14．12．2 0 ・2 1 式　 掘

3 7 中久保田遺跡 7 岩　 村　 田 6 6 平成 14．12．2 5 試　 掘

3 8 長土 呂遺跡群 9 長　 土　 呂 8 8．2 平成 15．1．2 1 ～ 2 2 式　 掘

3 9 長土 呂遺跡群 （隣接）1 0 長　 土　 呂 50 平成 15．2．5 試　 掘

4 0 長土 呂遺跡群 1 1 長　 土　 呂 35 0 平成 1 5．2．2 6 試　 掘

4 1 常田居屋敷遺跡群 8 塚　　　　 原 10 0 平成 1 5．3．10 式　 掘

4 2 原遺跡 1 本　 新　 町 9 0 0 平成 1 5．3．5 ～ 7 式　 掘

4 3 野沢館跡 （隣接） 7 野　　　　 沢 2 0 平成 15且2 3 試　 掘

4 4 寄塚 遺跡 群 1 岩　 村　 田 2 0 8 平成 15．3．24 ・2 5 式　 掘

4 5 下信濃石遺 跡 3 岩　 村　 田 7 3 0 平成 15．3．2 6 ・2 7 式　 掘

4 6 一本 柳遺跡群 （隣接） 1 1 岩　 村　 田 15 0 平成 14．7．1 ～ 3 試　 掘

4 7 一本柳遺跡群 12 岩　 村　 田 2 0 0 平成 14．10．2 5 ～ 2 9 試　 掘

4 8 黒 田A 遺跡 1 内　　　 山 1 0 平成 14月．13 立　 会

4 9 竹原遺跡 3 平　　　 賀 2 0 平成 14．10．2 1，1 1．1 8 立　 会

5 0 中原遺跡群 2 6 中　　　 込 12 0 平成 14．12．2 5 試　 掘

5 1 官の後遺跡 3 岩　 村　 田 5 0 平成 14．12．6 試　 掘

5 2 上の原遺跡群 2 横　　　 根 1 30 平成 14．2 6 ・2 7 試　 掘

5 3 今井官の前遺跡 1 今　　　 井 50 平成 1 5．1．3 0 ・2．4 ～ 5 立　 会

54 根々井氏館跡 5 根　 　々 井 1 00 平成 1 5．1．14 ～ 3．2 8 立　 会

原遺跡　試掘
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4　普及0公開活動

（1）第22回少年考古学教室

開　　催　　地

開　　催　　日

対　象。参加者
内　　　　　容

実　　　　　技

見　　　　　学

文化財課事務棟及び中庭

平成14年8月5日～8月7日

市内小中学生。高校生　参加者62名

火おこし、勾玉作りを体験

埋蔵文化財展示資料室

（2）平賀中屋敷遺跡現地説明会

開　　催　　日

対　象。参加者

内　　　　　容

見　　　　　学

平成14年5月13。14日

佐久城山小学校参加者182名

平賀中屋敷遺跡の経過と市内出土遣物の説明

弥生後期～平安時代の住居址見学

（3）上ノ城遺跡現地説明会。見学会

開　　催　　日

対　象。参加者

内　　　　　容

見　　　　　学

平成14年5月13。14日（現地説明会）

平成14年5月15日（現地見学会）

岩村田小学校e6年生160名　5年生160名　3毎生

上ノ城遺跡の経過と市内出土遣物の説明

古墳時代～奈良時代の住居址見学

（4）後家山。宮田遺跡発掘体験

開　　催　　日

対　象。参加者

内　　　　　容

見　　　　　学

（5）八風山原石見学会

開　　催　　日

対　象。参加者
内　　　　　容

見　　　　　学

平成14年5月27日～31日

佐久城山小学校e185名

「総合学習」の時間を使い遺跡の発掘体験

平成14年6月3日。6日

佐久城山小学校e99名

ガラス質黒色安山岩の原石を見学

（6）後家山。宮田遺跡現地説明会

開　　催　　日

対　象。参加者

内　　　　　容

見　　　　　学

（7）野沢館跡Ⅳ現地説明会

開　　催　　日

対　象。参加者

内　　　　　容

見　　　　　学

平成14年6月29日

瀬戸e平賀区民。100名

後家山。宮田遺跡の経過と成果

弥生時代後期の集落を見学

平成14年11月17日

野沢e原地区。70名

県史跡伴野城跡発掘調査の経過と成果

伴野城跡の土塁及び堀の調査

（8）埋蔵文化財資料展示室利用状況

入室者数　　261人
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上ノ城遺跡現地説明会　岩村田小学校

5　分析・鑑定
（1）聖原遺跡

（2）後家山遺跡

（3）東一本柳古墳

（4）後家山遺跡

（5）野沢館跡Ⅳ

甲斐型土器の修復

出土鉄製品（鉄釧）の保存処理

出土鉄製品の保存処理

出土炭化木製品の保存処理

出土金属製品

遺物洗浄

出土遺物の実測

堀堆積土の自然科学分析

6　刊行図書

佐久市埋蔵文化財調査報告書

第105集『曽根城遺跡Ⅲ』

第1〔格集『樋村遺跡Ⅱ』

第107集『聖原遺跡』

第108集『市内遺跡発掘調査報告書2001』

－8－

有限会社武蔵野文化財修復研究所

財団法人元興寺文化財研究所

株式会社東都文化財保存研究所

株式会社東都文化財保存研究所

財団法人元興寺文化財研究所

第一合成株式会社

株式会社アルカ

パリノサーベェイ株式会社

第109集『西一本柳遺跡Ⅷ』

第110集『佐久駅周辺区画整理』

第111集『上ノ城遺跡』

第112集『西赤座遺跡Ⅱ』



7　調査概要

1上の城遺跡群　上ノ城遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字岩村田字上ノ城257－1、257－2

佐久市児童課

岩村田児童館建設

平成14年4月4日～同年6月1日

789．8I五

須藤　隆司

経過と立地

上の城遺跡群は佐久市北部の岩村田市街地南側に位置し、

上ノ城遺跡位置図（1：50，000）

千曲川支流の湯川が商流から西流に大きく方向を変える

右岸の浅間山」軽石流台地に立地する。

本遺跡群では昭和48年度に上ノ城遺跡が調査され、古墳～平安時代の住居址が49軒検出されている。昭和58年度に

は西八目町遺跡が調査され、弥生・奈良・平安時代の住居址46軒が検出された。平成7年度には中世の竪穴建物跡等

27軒が観音堂遺跡で調査されている。また、江戸時代末期に築城された藤ヶ城跡が存在し、今回の発掘調査地点であ

る上ノ城遺跡は、その推定縄張内に存在する。

今回、佐久市児童課が遺跡群内に岩村田児童館建設事業を計画したため、建設予定地における遺構確認調査を実施

した。その結果、竪穴住居址等が確認され、佐久市児童課より委託を受けた佐久市教育委員会が発掘調査を行う運び

となった。なお、報告書は佐久市埋蔵文化財調査報告書第111集『上の城遺跡群上ノ城遺跡』として平成15年3月に

刊行されている。

調査概要

前述したように今回の調査地点は藤ケ城の縄張内と推

定されたが、その時期の遺構・遺物は確認されなかった。

その－・方で、縄文・古墳・奈良・中世の遺構・遺物を検

出することができた。

縄文時代では2基の陥し穴（TDl・2）が確認され

古くは狩り場として利用されていたことが判明した。

古墳時代では主に6世紀に展開されたと考えられる6

軒の竪穴住居址が検出された。佐久市東部l圧勉から運ば

れた溶結凝灰岩ないし溶結安山岩と呼ばれる割イiで骨組

みを構築したカマドが特徴的であった。

奈良時代では8世紀後半の竪穴住居址5軒が検出され

た。それぞれは住居形態・カマドの構築方法において、

個性的なあり方をなしていた。その中で、H5号住居址

とH11号住居址間において、住居廃絶時に廃棄されたと

考えられる須恵器大賓の接合関係が確認されたことは重

視される。

中世では大井氏の町割りを想定させる様な深さ3mに

及ぶ所謂薬研堀が検出された。また、火葬墓4基（FD

l～4）が確認され、墓域として利用されていたことも

判明した。

空から見る上ノ城遺跡
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上ノ城遺跡遺構全体図（1：200）
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2　後家山・宮田・東久保遺跡I

所　在　地　佐久市大字平賀・瀬戸

調査委託者　佐久市都市計画課

開発事業名　総合運動公園建設

調査期間　平成14年4月8日～10月18日

調査面積　後家山遺跡　16，190Id

宮田遺跡　　　5，960n了

東久保遺跡　　2，2701d

調査担当者　冨沢　一明

後家山・宮田・東久保遺跡I位置図（1：5，000）

経過と立地

後家山・宮田・東久保遺跡は佐久市大字平賀・瀬戸にそれぞれ所在する。これら遺跡が所在する丘陵は内山川に沿

った山麓が佐久平に最も飛び出した部分で、周辺の水田との標高差は約30mを測る。各遺跡の位置は丘陵上部が後家

山遺跡、丘陵と沖積地の水田が接する丘陵の裾野部分（谷地地形）が宮田遺跡、丘陵のやや奥まった尾根の部分が東

久保遺跡である。

周辺部の遺跡としては、丘陵西側の水田面に古墳時代後期の大集落が検出された樋村遺跡、谷田を越えた北側の丘

陵には縄文時代中期の集落が調査された寄山遺跡等がある。

今回の調査は、総合運動公園建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査であり、昨年からの継続調査である。

調査概要

後家山遺跡

後家山遺跡は昨年に引き続き丘陵尾根に沿うように展開する弥生時代後期集落址の調査を行った。その結果、住居

址は標高720m付近まで広がり、総数55軒が確認された。また、小さな谷を挟んだ東側の南面する丘陵先端部にも集

落が展開することが認められ、弥生時代後期の住居址15軒が調査された。これら住居址群の内には焼失住居址も検出

され、その内の1軒から炭化した「曲柄装着平鍬」がほぼ完形で出土した。竪穴住居址から木製農具の出土は非常に
稀であり、長野県では初めての発見となった。

宮田遺跡

宮田遺跡は後家山遺跡が展開する丘陵の裾野（谷地地形）に所在する中世の遺跡である。調査の結果、土鍋・陶磁

器等の中世遺物が含まれる溝、畑、そして、集水坑と考えられる井戸状遺構などが検出された。このため、本遺跡は

谷地地形に営まれた中世の生産的領域を残す遺跡であることが確認された。

東久保遺跡I

東久保遺跡は、後家山遺跡が所在する東側の尾根部に展開する弥生時代後期の遺跡である。本調査対象地内からは

3軒の竪穴住居址が検出され、この内の1軒からはガラス小玉、鉄嫉4点・不明鉄製品1点等が検出されている。

尚、調査地の東斜面において古墳（8世紀代）1基が認められ、過去本遺跡周辺において調査が行われた群集境の

1つであることが認められた。また、後家山遺跡・東久保遺跡が展開する丘陵の最上部において中世と思われる集積

墳墓が確認されている。
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後家山遺跡1号木棺墓 検出されたガラス小玉、鉄釧

釧は幅広い鉄釧が5巻一組、細身の鉄釧が6巻一組の「螺旋型鉄釧」2つが連結している。
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3　曽根城遺跡Ⅲ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字小田井字曽根城196－1

株式会社安井建設

宅地造成

平成14年4月22日～5月8日

276．8Id

出澤　力

曽根城遺跡m位置図（1：10，000）

経過と立地

曽根城遺跡Ⅲは佐久市小田井地籍にあり、浅間山麓に広がる浅間火山第一軽石流に厚く堆積する北佐久平に所在し、

火山山麓特有の田切り地形の帯状低地が調査対象地の南北に見られる。周辺の田切りの帯状台地上には良土呂遺跡群

・芝宮遺跡群が、また曽根城遺跡の存在する同台地上には周防畑遺跡群といった遺跡群があり、本遺跡周辺は佐久市

においても屈指の遺跡密集地域となっている。本遺跡は田切りの帯状台地上に位置しその標高は755m内外を測り、

また曽根城遺跡では過去2度の発掘調査が行われ　奈良時代の住居址と中世から近世の溝状遺構・柱穴などが確認さ
れている。

今回、株式会社安井建設により宅地造成事業が計画され、試掘調査により計画対象地上において遺跡の存在が確認

された。そして保護協議の結果、遺跡の破壊を免れない道路部分のみについて、佐久市教育委員会により記録保存を
目的とした発掘調査が行われることとなった。

調査概要

確認された遺構・遺物は以下の通り。

遺　構

竪穴住居址

堀立柱建物址

七　　　　坑

ピ　　ッ　ト

軒

軒

基

基

3
　
1
　
5
　
8
5

土　師　器　（坪・壌）

須　恵　器　（坪・高台付杯・襲）

石　製　晶　（砥石）

鉄　製　品　（鉄鉱・刀子・釘）
遺跡遠景（北東から）

住居址は出土した遣物から奈良・平安時代のものと考えられる。1・2号住居址より3号住居址の方が時期的には

古く、ピット群も出土遣物により1・2号住居址と同時期のものと3号住居址と同時期のものに分けることができる。

部分的な調査に過ぎず、周辺集落の様相を明確に掴みきることはできないが、本遺跡については8世紀前葉にあたる

遺構群と8世紀後糞にあたる遺構群という最低2つのグループが存在していることが分かっている。
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H1号住居址（西より）
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4　岩村田遺跡群　岩村田池畑遺跡

所　在　地　佐久市大字岩村田字324－3、325－1、326－1

調査委託者　上原　康徳

開発事業名（仮称）エクセリーナ上原新築工事（集合住宅）

調査期間　平成14年5月27日～6月3日

調査面積　820Iが

調査担当者　上原　学

経過と立地

岩村田遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、浅間の麓から放射状にのびるおよそ南北方向に細長い日切り地形の

台地上に立地する弥生時代から近世の複合遺跡である。調査対象となった岩村田池畑遺跡は、遺跡群北端に近い標高

730m内外を測る地域に位置する。

今回、上原康徳による集合住宅建設が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調査を行った。その結

果、溝跡1条が確認されたことから、開発主体者と協議を行い、遺構の破壊が予測される地域の記録保存を日的とし

て佐久市教育委員会が主体となり発掘調査を行う運び

となった。

調査概要

溝跡は、長さ27m、確認面上での幅40m～5．5m、底

幅1．0m～1．5m、深さ1．1m～1．2mを測る規模の大きな溝

跡であることが確認でき、調査区外に長く続くと思われる。

底面は凹凸があり、上面には砂礫層が存在していること

から流水があったと考えられる。年代は遺物の量が僅か

のため確定できないが、調査区南には佐久地域に勢力を

ふるった大井氏の城跡など中世遺跡が多数所在すること

から、同時期に人為的に掘られた溝跡である可能性が考

えられる。遺物は須恵器の破片が1片出土したが、遺構

が中世と考えられることから混入遣物と思われる。

調査区全景（東より）
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表土除去作業風景（北より）
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5　－本柳遺跡群　西一本柳遺跡Ⅷ

西一本柳遺跡Ⅷ位置図（1：50，000）

経過と立地

一本柳遺跡群は佐久市大字岩村田地籍に所在し、湯川の右岸、岩村田市街地南部のJR小海線から西方に約1km

地点に展開している。地質は西では塚原泥流の残丘が地盤をなし、東は塚原泥流の上にのった浅間第1軽石流が地盤

をなす所と、その上に河川による二次堆積物が地盤をなす所がある。大半は厚く堆積した二次堆積物の砂質土が遺構

構築面であるため、壁・床ともに崩壊しやすいところである。

平成12・13年度に市道11－1号線改良工事が行われることになり、遺跡の破壊が余儀なくされ　記録保存するため

発掘調査を行った。今年は12・13年度調査区の東、国道141号線に交差する道路拡幅部（323汀f）の調査を行った。ま

た北の隣接地に店舗開発が計画され　北端部に未調査区があったため追加調査となった。追加調査分は市道11－1号

線北端部（巾2m、長さ178．8m、357．6Id）である。

調査概要

検出遺構

（東側地点）

竪穴住居址　　　　　9棟

堀立柱建物址　　　　1棟

土抗　　　　　　　　1基

溝　　　　　　　　　3本

単独ピット　　　　　20基

（市道11－1号線北端地点）

竪穴住居址　　　　　2棟（新規）

主な出土遣物

弥生式土器　　　　　壷・賓・杯・高杯

土師器　　　　　　　杯・高杯・鉢・丸胴嚢・長胴嚢・甑
須恵器　　　　　　　杯・瓶・賓

石器　　　　　　　　編物石・砥石・磨製石嫉
炭化物

他の検出遺構及び主な出土遣物は平成12・13年度と数量及び種類は同じである。
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東側地点全景（北西より）
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6・7　－本柳遺跡群　西一本柳遺跡Ⅸ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字岩村田字下樋田1762　他

株式会社カワチ薬品・東鉄工業株式会社

新店舗建設事業

平成14年6月23日～8月9日

平成14年10月28日～11月11日

3046．4Id

林　幸彦　森泉かよ子

経過と立地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西一本柳遺跡Ⅸ位置図（1：50・000）

一本柳遺跡群は、佐久市岩村田地籍に所在し、東西方向に流れる湯川右岸の台地上にある。岩村田市街地の南西1

km、標高690mを測り、浅間第1軽石流が地盤をなし田切り地形が発達している地点である。本遺跡群内では昭和亜

年には東一本柳遺跡が、また昭和亜年度には金銅製馬具の飾り金具などを出土した東一本柳古墳が発掘されるなど多

くの調査がなされ貴重な資料を得ている。国道141号線の開通により、西一本柳遺跡を南北に貫いた調査がなされた。

平成4年の公共下水道事業に伴う西一本柳遺跡Ⅱ、また平成7・8年度の国道141号線の工事に伴う西一本柳遺跡Ⅱ

～Vとして調査され密集した古代集落が検出されている。弥生時代中期から中世に至るまで連綿と人々の痕跡が残
されている佐久市内でも有数な遺跡の一つである。

今臥株式会社カワチ薬品・東鉄により新店舗建設事業が計画され、試掘調査の結果、南側台地部分に遺構が検出

された。協議の結果、哩土保存できる駐車場部分は埋土保存とし、建物・排水溝地点は遺跡の破壊が余儀なくされる

事態となり、株式会社カワチ薬品・東鉄工業より委託を受け佐久市文化財課が発掘調査を実施することとなった。

調査概要

検出遺構

竪穴住居址　　　　　　21棟

古墳時代後期　　17棟

奈良時代　　　　　1棟

平安時代　　　　　2棟

不明　　　　　　　　2棟

掘立柱建物址　　　　　9棟

古墳時代　　　　　6棟

奈良・平安時代　　3棟

単独ピット　　　　　155基

土坑　　　　　　　　　12基（井戸址3基）

溝　　　　　　　　　　8本

周溝址　　　　　　　　4基

弥生中期方形周溝　1基

弥生後期円形周溝　1基

古墳時代後期円形周溝　2基

検出遺物

弥生式土器　杯・高杯・鉢・壷・聾・台付賓

土師器　　　杯・高杯・鉢・壷・賓・台付襲

須恵器　　　杯・高杯・鉢・壷・聾

陶磁器　　　青磁碗・白磁碗

土製品　　　紡錘車・土製丸玉

鉄製品　　　鎌・刀子

石製品　　石嫉・磨製石鉄・打製石斧・紡錘車・石製模造品

・臼玉・スリ石・凹石・台石・編物石・砥石

炭化物種子　H1－モモ核、H16－スモモ核

炭化材樹種　H5－カエデ属、タケ亜属、H8－炭化製品（紡錘

車？）、クリ、H13カマド1ニレ属

骨　　　　　H4－シカ歯　H16－シカ中節骨

H17カマドー不明骨片ウマ

M2－ウマ左上顎第1後臼歯（成獣）

竪穴住居址は古墳時代後期にはぼ位置づけられる。台地の北端には古墳後期初頭の集落が多く展開していたようだ。

また墓址であろう弥生中期の方形周溝墓、弥生後期の円形周溝墓、古墳の周溝である古墳時代後期の円形周溝2基が

検出された。

試掘調査の結果からは、開発地点の中程にあたる第11トレンチの東西線あたりから南に遺構がみられ　北端には竪

－19－



穴住居址はなく溝のみである。井戸址と推定される土坑も3基あり、集落の北端に多くみられる。さらに北は一段落

ちて、水田面となっている。

今回の調査で一本柳遺跡群の古代集落の北西限界が確認された。

SM4方形周溝墓（北より）

－20－
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8　円正坊遺跡群　円正坊遺跡Ⅵ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市大字岩村田字塚本1298－2

中沢　敦子

集合住宅建設

平成14年7月15日～9月25日

850IIH開発面積1，700Id）

小林真寿　林　幸彦　上原　学　森泉かよ子

三石宗一　出澤　力　冨沢一明

、・≒、、‡式
ih

円正坊遺跡群円正坊遺跡Ⅵ位置図（1：50，000）

中沢敦子により集合住宅建設が計画されたため、平成14年4月凱日から5月15日まで試掘調査を実施した。その結

果、竪穴住居址（弥生時代～平安時代）棚軒以上、掘立柱建物址2棟、土坑13基、溝址5本、ピット12基が確認され
た。遺物は、弥生時代後期土器、土師器、

須恵器、灰粕陶器などが出土した。

遺構は、表土下20～40cnlで検出された。

保護協議の結果、建物の基礎工事が深く

削平され破壊される部分と2筒所の出入

り口部について本調査を実施することに

なった。

調査概要

調査区の全面から遺構が検出された。

遺構

竪穴住居址37軒

弥生時代後期10軒

古墳時代後期～平安時代27軒

掘立柱建物址4棟

古墳時代～平安時代

壷棺墓　1基　土坑　26基

溝址　2本　ピット126基

遺物

弥生時代後期の土器、土師器、

須恵器、灰粕陶器等

銅嫉、鋤鍬、石製碗等

H31号住居址　銅鉱出土状態（西から） 円正坊遺跡群円正坊遺跡Ⅵ調査全体図
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院縮紆讐瀾衡竪堀

…毒頭賢l闘
H10号住居址遺物出土状態（北から） H10号住居址遺物出土状態（カマ 付近　西から）

悉海、L二㌔苧：・！
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H10号住居址カマド（北から） H10号住居址遣物出土状態（西側ベッド状遺構　東から）

感ヨ監療謡窺遍
H10号住居址カマド（北から） Hl0号住居址遺物出土状態（東側ベッド状遺構　北西から）
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9　東久保遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字平賀字東久保235712　他

佐久市土地開発公社

道路改良

平成14年9月9日～同年10月29日

2，8601ポ

須藤　隆司

経過と立地

東久保遺跡Ⅱは佐久市平賀地籍に所在し、

佐久東部山地が盆地に最も飛び出した西端

部に位置する。遺跡は尾根頂部の平坦面に

立地し、表面採集の遺物から弥生時代の遺

跡として知られていた。また、遺跡内（東

久保遺跡I）に佐久市総合運動公園建設の

計画がなされ本年度に弥生時代後期の住居

址3軒が検出された。

今回、佐久市総合運動公園建設に伴う道

路改良（宮田線）が東久保遺跡Iの隣接地

に計画されたため、記録保存を目的とする

発掘調査を実施した。

調査概要

丘陵尾根平坦面と南側の緩斜面において

弥生時代後期（箱清水期）の住居址9軒と

土坑3基が確認された。

上述したように調査地点は東久保遺跡I

と同一箇所であり、尾根平坦面から南緩斜

面において切り合うことのない12軒からな

る弥生時代後期単時期の集落が確認された

こととなった。住居址の配置は、長軸方向

と炉の位置が北にあり相対的に大形を主体

とする住居址が尾根平坦面に6軒、長軸方

向・炉の位置が東にあり相対的に小形の住

居址が尾根平坦面に1軒、南緩斜面に5軒

というあり方で存在していた。住居址は未

調査区の東側に広がる可能性があるが、コ

ンパクトな尾根上集落の様相が把握でき、

後期の住居址66軒からなる隣接の尾根上集

落である後家山遺跡と共に、弥生時代後期

集落像として注目される。 H8号住居址P5に廃棄された高坪脚部

－26－
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10　番屋前遺跡群　番屋前遺跡Ⅳ

経過と立地

番屋前遺跡は佐久市のほぼ中央に位置し、岩村田市街地の南を西方に蛇行しながら流れる湯川の左岸に広がる台地

上に展開する。標高は693m内外を測る。遺跡群内では番屋前遺跡I・Ⅱ・Ⅲの三回調査が行われ　番屋前遺跡Iか

らは溝跡2本、番屋前遺跡Ⅲからは溝跡4本、土坑、井戸跡、番屋前遺跡Ⅲからは中世と考えられる竪穴遺構、土坑、

溝状遺構、ピットが確認されている。

今回、国土交通省関東地方整備局による事務所建設工事が行われ

ることとなり、事前に試掘調査を行った結果、溝跡が確認されたこ

とから開発主体者と協議を行い、遺構の記録保存を目的として佐久

市教育委員会が主体となり発掘調査を行う運びとなった。

調査概要

調査対象地を南北方向にのびる溝跡1本の調査を行った。確認で

きた規模は長さ12m、検出面上での幅1．8m～2．0m、底幅0．6m～1．0

m、深さ0．3m～0．4mを測る。今回の調査から遺物は出土しなかっ

た。なお、本調査区南50m付近において平成8年度に調査を行った

番屋前遺跡からも同様に南北方向にのびる溝跡が検出されているこ

とから、番屋前遺跡Ⅱ及び番屋前遺跡Ⅳの溝跡は同一遺構と思われ

る。年代は遺物の出土がないため確定できないが周辺の遺跡から中

世の遺構が多数調査されていることから、本遺跡の溝跡も中世遺構

の可能性が高い。

－28－

」
′

番屋前遺跡群　番屋前遺跡Ⅳ調査全体図（1：100）
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溝址土層断面（北より）
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／

調査風景（南東より）

溝跡全景（南より）
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11野沢館跡Ⅳ

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字原字居屋敷110－5

佐久市都市計画課

まちづくり総合支援事業城山公園整備

平成14年9月17日～12月26日

1，900Id

三石　宗一　出澤　力
拶3霊

lニここd

ll■hlill蟹！竺S

野沢館跡】V位置図（1：10，000）

経過と立地

野沢館跡は佐久市大字野沢・原に所在する。標高675m内外を測る千曲川左岸に広がる河岸段丘上に展開する平安

時代から中世にあたる居館址で、昭和棚年に「伴野城跡」として長野県史跡に指定されている。伴野城跡については、

は「鎌倉時代以来伴野氏の館跡で後の野沢城の主部にあたる。東西74m～85m、南北110mの長方形で周囲に用水路

を巡らし、その内郭に沿って西・北・東の三方に土塁を残している。室町から戦国時代にかけて伴野氏が館跡を主部

として二の郭・三の郭などを設け堀を巡らすなど規模を拡大した。江戸時代以降は官庫・陣屋・岩村田藩出張所など

官公地として存続した。」と、『佐久市志』に記述されている。

平成3年度に実施された野沢館跡I・Ⅱでは中世の土坑・柱穴址・石組遺構等が検出されている。また、平成11年

度に薬師寺遺跡、平成13年度に野沢館跡Ⅲの発掘調査が行われ、薬師寺遺跡では近世の寺院と中世の園池、野沢館跡

Ⅲでは土坑・柱穴址が調査されている。

そして今回は、佐久市都市計画謀が行う「まちづくり総合支援事業城山公園整備」に伴い、県史跡である伴野城跡

内の堀及び土塁部分について、また対象地内にあった旧野沢会館跡地並びに城山公園遊具部分、防火水槽部分におけ
る地下の追跡の状況についての確認調査を行うこととなった。

調査概要

今回発掘調査を実施した野沢館跡Ⅳは、県史跡に指定されていることから調査に当たっては県教育委員会の指導を

受けた。基本的に遺構の破壊を最小限にするため、調査は遺構確認でとどめる形で行っている。

調査は①調査区東及び南側の堀の確認、②東側土塁の一部切断調査、③旧野沢会館建設及び城山公園の四阿、遊具

などの設置による部内の破壊状況の確認の3点について行われた。

（力調査区東及び南側の堀の確認

対象地の東側で2箇所（A・C）、南側1箇所（B）でトレンチを設定　堀の確認調査を行った。

南側トレンチBでは現存する水路の北約10mから堀の存在が確認された。確認しうる最深の部分で現地表面より3．

5mを測り、堀の立ち上がる部分からは敷き詰められた多量の礫を発見した。土層から堀が機能していた当時この礫

群は露出した状態にあったと考えられる。同じくAトレンチにも礫があり、こちらは朝cnl前後の石を小口積みにした

石積みであり背後に裏込め石が認められる。Cトレンチで確認された堀では礫は見られなかった。

部内への入口（虎口）部分を確認するために調査された調査区南側中央では土橋を発見した。土橋は幅約3m、土

砂により堀を埋め戻して構築されたもので土橋の両側に石積みを設けている。石積みは土橋の東側で約1．6m、西側

約2・7mの部分で築かれ土橋で南側に屈曲する。土橋部分の石積みは堀内に崩落しており、堀の中からは多量の礫が

検出された。そのため石積みの高さは北端部において高さ1mまで確認が行えたがそれ以上は不明である。崩落した

礫の状況から城郭において最も重要な施設である虎口部分を破壊する等の目的により土橋の石積みを破壊した可能性

－31－



が考えられる。また、A

トレンチの石積みは上部
㌫　㌻需　　挽乱範囲

の礫が堀内部に向かい滑1　■■細　珊囲

落しておりその規模・形

状などは明らかではない

が、虎口で認められた石

積みと勘案すると、付近

に入口施設の存在した可

能性がある。

今回の調査では堀の内

周についてのみが確認で

き、堀の外周は調査区外

となり明らかにならなか

った。しかし、堀の内周

ラインによって、館の形

状が北の辺が長く南の辺

が短い台形状を呈するこ

とが分かっている。

②東側土塁の一部切断調査

東側に現存する土塁に

ついて規模・構築過程を

把握することを目的とし　〕
て一部切開調査を行った。

2m幅のトレンチを設定

したが、掘り下げる過程

の段階で現存する土塁頭

頂から約1．9m下よりそれ

．Hl．lHH　　石積み堀範囲

③　旧野沢会館基礎部分

虎口及び土橋部分

野沢館跡Ⅳ　概略図（1：1，000）

②　土星トレンチ部分

①　東側堀石積み部分

ぞれ東側6段、西側4段

の石積みが検出されたた

め、土塁の基礎部分に当たると考えられるこの部分については保存し、他の部分は地山まで掘り下げ土層の確認を行

った。土塁地表付近には昭和51～54年度に補修された層があり、館側の部分でも後世の撹乱が認められる。土層から

土塁には前後2期の構築時期が認められ、郭内部を整地した整地層と当初の土塁、その後再度郭内部の整地を行い土

塁の規模を拡張したと推測された。これらの築造された時期については拡張された土塁は内部から戦国期のものと思

われる常滑賓の破片が出土することから戦国時代と考えられる。当初の土塁から出土した遺物は拡張後の土塁から出

土した遣物と大きく時期を隔てるものがなく、伝承に見られる鎌倉時代の館に関わる遺物は確認されなかった。

③旧野沢会館建設及び城山公園の四阿、遊具などの設置による郡内の破壊状況の確認

当地は史跡指定以前より主に公宮地として利用されていたため、内部には旧野沢会館、城山公園と言った施設が存

在していた。旧野沢会館については平成13年度に基礎部分を残し撤去されたが、今回、基礎部分及び城山公園の四阿、

遊具等についても撤去に伴い遺跡の破壊状況等を確認することとなった。基礎撤去等については破壊を免れた部分へ

の影響を最小限とするように配慮し行われた。破壊が認められた箇所については図示する。また破壊を免れた部分に

ついては遺構の確認を行ったが遺構は認められなかった。
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紫雲l‾二二睾
（∋Aトレンチ石積み（北から）

（訝土塁切断トレンチ（西から）

（診旧野沢会館基礎撤去後（北から）

①堀　Cトレンチ（西から）
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12　開戸田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字平賀3254　他

佐久建設事務所

道路建設

平成14年10月27日～12月27日

2，400Iポ

上原　学

至蓼

ここ　　＝　　　‾　‾

l

開戸田遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

開戸田遺跡は佐久市平賀地籍に所在し、東方から舌状に張り出した後家山丘陵の南麓周辺の微高地上に位置する。

標高は689m内外を測る。開戸田遺跡付近では平成13年から後家山丘陵の尾根上に展開する後家山遺跡の調査が行わ

れ、70軒を越す弥生時代の住居址が確認されている。また後家山丘陵縁辺には多くの古墳が所在し、昭和49年には丘

陵東端の後家山古墳、平成13年には開戸田遺跡北東80mの後家山丘陵中腹に位置する東久保古墳群1号墳の調査が行

われている。

今回、佐久建設事務所による道路建設工事（平賀バイパス）が行われることとなり、事前に遺構の有無を確認する

ため試掘調査を実施した。その結果、古代の住居址が確認されたため、遺構の記録保存を目的として発掘調査を行っ

た。

調査概要

調査によって、古墳時代及び平安時代の住居址18軒、掘立柱建物址3棟、溝跡5条などが確認できた。住居址は1

辺の壁長が2．5mの小型から1辺11mを測る大型のものが存在し、このうち小型の住居址2軒は焼けた家（焼失住居）で、

多数の炭化材が出土している。

遣物は住居址内から当時使用していた土器（土師器・須恵器）、鉄製品（短刀・鋤先・角釘）、石製品（砥石・紡

錘車）などが出土した。
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西側調査区全景（西より）

H13号住居址遺物出土状況



13　虚空蔵山狼煙台

転萱

；：・

虚空蔵山狼煙台位置図（1：50，000）

経過と立地

虚空蔵山狼煙台はその名のとおり佐久市根岸の虚空蔵山山頂に位置する。標高773mを測り、眺望は佐久市全域は

もとより、遠く上小地方まで良好な視界が開けている。狼煙台とされる山城址は、尾根先端部を縦堀により隔絶し、

北と西に土塁を構築している。土塁際には平坦部分が存在し、そこから尾根先端部である北方向に向かい緩斜面が続

く。今回、「ふるさと自然のみち整備事業」が計画され、山頂部分に展望台が建設されることになり、山城の一部分

が破壊されるため、記録保存調査を実施した。

調査概要

当初、山城址に関連する遺構が存在するならば、土塁に囲まれた平坦部分に存在するものと思われたが、緩斜面の

北端部分に3段に構築された竪穴状遺構が検出された。

竪穴状遺構の床面には総柱の柱穴が穿たれており、一部分は礎石を伴っているが、柱穴自体の規模は小さい。土師

貿土器や石臼が出土したことから、短期間ではない、人間の駐留も想定される。

その他の遺構として、昭和の火災により焼失した虚空蔵堂と、併設されていたらしい稲荷社の基礎が検出され、素

焼きの狐や、釘などが出土した。また、黒曜石の破片と黒曜石製の旧石器も出土している。
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14　西赤座遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

佐久市大字岩村田字西赤座3653－1、3641－1

学校法人佐久学園

グランド造成工事

平成14年12月6日～平成15年1月16日

320Id（開発面積4，849Id）

林　幸彦

西赤座遺跡位置図（1：50，000）

経過と立地

学校法人佐久学園によりグランド造成工事が計画されたため、平成14年10月22日から10月30日まで試掘調査を実施

した。その結果、竪穴住居址（古墳～平安時代）4軒、掘立柱建物址1棟、土坑2基、溝址8本、ピット7基が確認

された。遺物は、土師器、須恵器などが出土した。

保護協議の結果、グランド面部分は盛り土し遺構の保護をすることになり、擁壁工事がされる部分について本調査
を実施することになった。

調査概要

遺構

竪穴住居址2軒（奈良時代1軒、平安時代1軒）　掘立柱建物址1棟　溝址7本　ピット5基

遺物

須恵器、土師器等

西赤座遺跡H1号・H2号住居址（北から）
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西赤座遺跡調査全体図
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15・16・17　円正坊遺跡Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ

所　在　地　佐久市大字岩村田字塚本1311－1、

1311－7、131ト8

調査委託者　林　英俊　小松　正彦　井内　淳一郎

開発事業名　医院建設等

調査期間　平成14年12月12日～平成15年5月7日

調査面積　約1，250Iが

調査担当者　林　幸彦　小林　眞寿

′1：：一°．．！．：，’；、t這

顔チ

円正坊遺跡Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ位置図（1：50，000）

経過と立地

円正坊遺跡Ⅶ・Ⅷ・Ⅸは円正坊遺跡群の西端部に位置し、標高700mを僅かに越える。調査地点は西・南方向に低

湿地が広がる台地の端部にあたり、地山は浅間山第1軽石流の堆積層である。過去において当遺跡群では6次に及ぶ

面調査が実施され、いずれの調査においても弥生～中世に係わる遺構・遺物が数多く検出されてきた。

今回、医院及び薬局の建設が当該地において計画され、試掘調査の結果をふまえ、建物及び削平箇所について面調
査を実施した。

調査概要

弥生時代～平安時代の竪穴住居址＋詣軒、弥生時代～平安時代の掘立柱建物址－4棟、弥生時代～中世の土坑（井

戸址3基含む）－1凱基、中世の竪穴状遺構－12基、時期不明の溝址－4条、弥生時代～中世のPit1751基が検出さ

れた。北方向に隣接する円正坊Ⅵの調査では、ほとんど検出されなかった中世の遺構が数多く検出されたことは、本

調査区の特徴といえる。しかも、検出された竪穴状遺構は比較的規模が大きなものが多く、柱穴は総柱の構成をとり、

複数が東西方向に連結して構築されていることや、青磁の出土が比較的多いことなどを考えると、伝承の「円正坊」

そのものか、関連する施設である可能性も高いものと思われる。

また、弥生時代後期の住居址からガラス小玉が1点出土している。3基検出された中世の井戸址からは、「ほぞ」

穴の加工が施された木杭や、井戸枠の板などと共に漆器椀も出土したが、状態が悪く、原形は保っていない。

－39－
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18　乗五里田遺跡

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

経過と立地

佐久市大字野沢東五里田335－1

佐久市教育委員会学校教育課

野沢中学校管理特別教室棟・普通教室・

屋内運動場8700Idの改築工事

平成15年2月11日～平成15年4月4日

17，753Id

冨沢　一明　森泉　かよ子

東五里田遺跡位置図（1：50，000）

東五里田遺跡は佐久市の南部、佐久市野沢地区に所在する。千曲川左岸にあり、千曲川により形成された沖積地に

位置し、標高673mを測る。

今回佐久市立野沢中学校管理特別教室棟、普通教室棟、屋内運動場の改築工事が行われ、現在校庭として使用され

ている地点に建設されることとなり、試掘調査をしたところ、遺構・遺物が検出された。建設工事により、これらの

遺構・遺物の破壊が余儀なく、記録保存を目的とする発掘調査をすることとなった。

調査概要

南西にみられた土坑群からは縄文時代晩期または弥生時代前期にあたる氷Ⅱ式の土器と石器が包含されており、佐

久市では初見の資料であり、注目されるところである。

集落址は奈良時代と中世が確認された。奈良時代は竪穴住居址2棟と掘立柱建物址7棟が推定され、Hlの須恵器
壷内部からは漆紙が出土している。

中世の遺構としては掘立柱建物址6棟と調査区中央に南北方向にのびる溝が検出された。溝からは中世の龍泉窯産

青磁碗・瀬戸産瓶子、渡来銭、緑泥片岩製板碑が出土している。

この中央の溝からは近世の在地の陶器、瀬戸・美濃産陶器、有田産磁器、近世では瀬戸の磁器などの碗類も出土し、

近世・近代まで連続して使用されていた。

遺　 構 遺　 物

竪 穴 住 居 址　　　　 2 棟 縄 文 時代　　 縄 文 晩期 土 器 （浅 鉢 ・襲 ・壷 ）、 有 茎 石 鉱 、 打 製 石 斧、 ス リ石

奈 良 時代　　 2 棟 奈 良 時代　　 須 恵 器 （杯 ・高 台 付 杯 ・壌 ）、 土 師 器 （褒 ・杯 ）

掘 立 柱 建 物址 21 棟 編 物 石 、 凹 石、 砥 石

奈 良時 代　　 7 棟 金 環

中 世　　　　 6 棟 中 世　　　　 白磁 、 青磁 （碗 ）、 渡 来 銭

不 明　　　　 8 棟

単独 ピ ッ ト　　　 160 基

土坑　　　　　　 14 基

竪 穴 状 遺 構　　　　 2 基

溝　　　　　　　　 2 本

近 世 ・近 代　 陶 磁 器
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東五里田遺跡全体図（1：700）
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五里田遺跡航空写真

東五里田遺跡全景（南より）
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H1号住址出土須恵器壷

（内部に付着する物質は漆が含まれる）
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8　調　査　報告

平賀中屋敷遺跡Ⅳ
報告書





19　平賀中屋敷遺跡Ⅳ

例言・凡例

1・本書は平成14年度に調査を行った長野県佐久市大字平賀に所在する平賀中屋敷Ⅳの発掘調査報告書である。

2．作成・執筆は上原が行った。

3．本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

4．遺跡の略称（TYMⅣ）

5．遺構の略称　竪穴住居址－H　土坑－D　溝跡－M

6．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺　構　　　地山断面

遣物　須恵器断面■鵜
7．挿図の縮尺　　遺構　住居址・土坑・溝跡－1／80

遺物　土器一1／4　石器一1／3

焼　　土

黒色処理

床　　下

8．調査グリッドは公共座標に基づき大グリッド棚×40m、小グリッド4×4mに設定。

9．写真図版中の番号と同一遺構の遺物実測図番号は一致する。

10．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

11・土説・土器色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修1987年度版『新
版標準土色帖』の表示に基づいた。
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立地と経過

平賀中屋敷遺跡は佐久市平賀地籍に所在し、北方を西方向に流れる滑津川と南方を東方向から舌状に張り出した丘

陵に挟まれた標高688m内外を測る扇状地先端地域に立地する。遺跡群内では平成7年、平賀交差点付近において交

通安全事業に伴う歩道建設工事が行われ、古墳時代の住居址3軒などが調査されている。また、滑津川北方の自然堤

防上に位置する樋村遺跡の調査では、これまでに古墳時代後期を中心とする300軒以上の住居址が確認されている。

今回、佐久市による佐久城山小学校屋内運動場改築工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため試掘調

査を実施した。その結果、弥生時代から平安時代の住居址の存在が認められたため、遺構の記録保存を目的として、

発掘調査を行う運びとなった。

平賀中屋敷遺跡Ⅳ周辺写真（写真中央付近が遺跡の所在する城山小学校）北から

平賀中屋敷遺跡Ⅳ位置図（1：10，000）
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調査概要

調査区は佐久城山小学校体育館跡地

であることから、遺構への影響が著し

く、確認できた遺構のすべてが擬乱に

よる破壊を受けていた。調査は対象地

域のうち、遺構の確認できた北側680

前について重機による表土除去を行い

調査を開始した。測量用の基準杭は公

共座標に基づき大グリッド40×40m、

小グリッド4×4mに設定した。

平賀中屋敷遺跡Ⅳにおいて確認でき

た遺構・遺物は以下のとおりである。

遺　構

竪穴住居址一

弥生時代1軒

古墳時代2軒

平安時代2軒

土　　　坑一

平安時代1基

溝　　　跡一

平安時代以降1条

遺　物

弥生土器一壷

土師器一杯・嚢・鉢・高坪

須恵器一杯・聾・壷

石　器一編み物石（すり石）

基本層序

調査区内は体育館跡地であるこ

とから、表土の大半はすでに繚乱

を受け削り録られた状態であった

が、調査区縁辺部から僅かに認め

ることができた。確認できた層序

は上層から表土上層、表土下層、

黄褐色シルト、砂礫層となり、シ

ルトと砂礫層が交互に積み重なっ

た氾濫源特有の堆積状況であった。

遺構はⅢ層上面において検出可

能であった。

基本層序模式図

平賀中屋敷遺跡Ⅳ全景（南から）

I層　　表土上層

Ⅱ層　　表土下層

Ⅱ層　　シルト質土

Ⅳ層　　砂礫層

Ⅴ層　　シルト質土
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平賀中屋敷遺跡Ⅳ　遺構配置図（1：200）
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遺構と遺物

第1節　竪穴住居址（H）

H1号住居址

1黒褐色土（10YR2／3）炭化物多く、黄色粒含む。

強粘性。

2　暗褐色土（10YR3／3）焼土フeロック含む。強粘性。

3　黒褐色土（10YR3ノ2）炭化物・焼土粒含む。

4　暗褐色土（10YR3／4）小石、砂含む。（抱方）

0　昔㌫　2m

Hl号住居址実測図

遺構はA－お－10グリッドに位置し、撹乱・溝により四方向すべての壁は破壊されている。確認できたのは床面中

央付近の一部であるため、形態・規模は不明である。床面はほぼ平坦で、硬質面を持つ。ピットは1基確認できたが、

主柱穴であるかは不明である。床面北部に焼土の堆積が認められることから、北カマドであった可能性が考えられる。

遺物は覆土内及び床面上から土師器聾が出土した。図示した土師器賓は口綾部2点、休部1点、底部1点である。

古墳時代と考えられる。

H1号住居址全景（西から）

忘真勇
I

H1号住居址遺物実測図

番号 器種 器形 口径 cm 底径 cm 器 高 cln 調　　 整 ・　 文　　 様 残存率 ・部位等 焼成
色調 （荒雷；

1 土師器 餐 ［12．5］
－ －

外面 斜 め ・縦 ・横へ ラ削 り
内面 へ ラナデ　 目線 横ナデ 口線破片 良

明赤褐色

鈍い赤褐色

2 土師器 襲 内外面 横 ナデ 口縁 破片 良
橙 色

鈍 い橙色

3 土師器 襲 － － － 外面 縦へ ラ削り　 内面 へ ラナデ 休 部破片 良
灰褐色

浅黄橙 色

4 土 師器 賓 ［6 ．8］ 外 面 へ ラ削 り　 内面 へラナデ 底部 50 良
暗赤褐 色

明赤褐 色

H1号住居址遺物観察表
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H2号住居址
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1黒褐色土（10YR3／2）焼土・炭化物・砂・小石含む。

強粘性。

2　暗褐色土（10YR3／3）礫多量含む。

3　黒褐色土（10Y玉2／3）炭化物・黄色粒含む。

4　黒褐色土（10YR2ノ〕）礫多く、砂含む。

5　鈍い黄褐色土（10YR4！3）シルト主体。黒色土含む。

6　暗褐色土（10YR3／4）礫主体。

引相．900m

（1・80）
2m

H2号住居址実測図

質面を持ち床面上からピット、炉跡などの施

設は認められなかった。床下の掘方はほとん

どなく、床面を平坦にする程度のものであっ

たと考えられる。

遺物は、覆土及び床面直上から弥生土器の

小破片が多数出土した。床直上から出土した

土器は、ほぼ一ヶ所に集中しており、接合作

業の結果、頸部に櫛描斜走文を施した壷であ

った。

本住居址は全体の出土遺物の量は僅かだが、

床面から出土した聾の特徴から弥生時代後期

前半と考えられる。

遺構はB－えー2グリッドに位置し、西側は大きく牧乱に

よって破壊され、住居址中央付近は平安時代と考えられるD

1号土坑に切られる。規模は南北5．3m、東西は残存規模で

最大2．15m、床面までの壁高は5cmを測る。平面形は残存状

況から方形または長方形と考えられる。床面はほぼ平坦で硬

／
！
／
、
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H2号住居址遺物実測図（2）

番 号 器 種 器 形 口径 cm 底 径 cm 器 高 cm 調　　 整　 ・ 文　　 様 残 存 率 ・部 位 等 焼 成
色 可 鵠

1
弥 生 式

土　 器 亘E 【2 1］
－ － 頚 部 櫛 描 矢 羽 状 文 口縁 ～休 部 良

橙 色

橙 色

2
弥 生 式
土　 器 宝E － － －

外 面 頚 部 櫛 描 矢 羽 状 文　 外 面 赤 色 塗 彩 頚 部 破 片 良
赤 色

赤 褐 色

3
弥 生 式
土　 器 璽芝 － 外 面 頚 部 櫛 描 矢 羽 状 文　 外 面 赤 色 塗 彩 頚 部 破 片 良

赤 色

赤 褐 色

4
弥 生 式
土　 苦言 雪亘 － － 外 面 頚 部 櫛 描 矢 羽 状 文　 外 面 赤 色 塗 彩 頸 部 破 片 良

赤 色

鈍 い 赤 褐 色

5
弥 生 式
土　 器 － － －

外 面 櫛 描 文 破 片 良
鈍 い 褐 色

鈍 い 橙 色

H2号住居址遺物観察表

H3号住居址

1　黒褐色土（10YR2／3）炭化物・黄色粒含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）焼土多く含む。

3　黒褐色土（10YR3！2）炭化物・焼土粒・黄色粒含む。

4　暗褐色土（10YR3／3）焼土・炭化物・シルト含む。

5　暗褐色土（10YR3／4）シルト多く、炭化物・焼土含む。

6　鈍い黄褐色土（10YR4／3）シルト主体。

二亡．i一頭・

6鍋90（h

（180） 2m

7　灰黄褐色土（10YR4／2）シルト砂・炭化物含む。

8　黒褐色土（10YR2／3）焼土・炭化物含む。

9　暗褐色土（10YR3／3）小石・砂含む。しまりあり。

10　黒褐色土（10YR3／2）小石・砂・炭化物含む。しまりあり。

11　赤褐色土（25YR4／5）焼土フやロック含む。加熱により固い。

12　暗褐色土（10YR3／4）振方。

H3号住居址実測図
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H3号住居址全景（南から）

遺物は覆土及びカマド周辺、床直上から土師器坪・聾・鉢が出土した。

本住居址は古墳時代後期と考えられる。

、魁主巨ク′

H3号住居址遺物実測図

－54－

遺構はB－えー4グリッドに位置し、

北壁及び東壁の一部以外は旧体育館基礎

工事部分の捜乱によって破壊されている。

よって、全体の規模は計測不可能であっ

た。残存規模は北壁3．繋m、西壁2．7m、

壁高は最大で15cmを測り、平面形態は残

存状況から方形と考えられる。床面は全

体としては、ほぼ平坦だが、床下の掘方

に使用された埋土が小石を多く含んだ土

質であるため、表面は細かい凹凸感があ

る。ピットは認められなかった。カマド

は北壁の中央付近に構築されており、袖

及び火床が確認できた。両袖は強粘性の

褐色土を構築材とし、北壁から住居内に

火床を挟み込むように65cmはどのび、袖

先端に焚き口部補強のための石材が埋め

込まれていた。火床には焼土・炭化物混

じりの暗褐色土が堆積し、このほぼ中央

に支脚石が埋め込まれ直立していた。

休部途中に明瞭な稜を有する杯の存在から、

〒丁¶



番号 器種 岩苦形 口径cm 底 径cm 器 高crn 調　　 整 ・ 文　　 様 残存 率・部位 等 焼成
色舶 ㍑

1 土師器 坪 ［14 ．6］ 丸 底 ［5 ．3 ］
外面 底部へ ラ削 り　口緑横 ナデ ・ミガキ

内面 ナ デ ・ミガキ
3 0 良

鈍 い橙色

鈍 い橙色

2 土師岩音 鉢 外面 縦細 かいナデ　 ロ縁 横ナ デ 内面 ナデ 口緑破片 良
橙色

橙色

3 土師器 婆 ［2 1．2］ － － 外面 へ ラ削 り　 口緑 横ナデ　 内面 パ ケ状ナデ ロ緑 25 良
鈍い橙色

橙色

4 土師器 慈 ［1 7．4 ］
－

口線内外 面 横 ナデ 口縁 破片 良
灰 白色

浅黄橙色

5 土師器 襲 ［8．1］
－

外面 へ ラケ ズリ　 内面 へ ラナデ　 底 部 へラ削 り 底 部か ら胴 部 良
赤褐色

灰褐色

6 土師器 褒 － 7．5 外面 へ ラ削 り　 内面 へラナデ　 底部 木葉痕 底部か ら胴 部 良
鈍い赤褐色

灰褐色

7 土師 器 褒
－ 7．4 外 面 へラ削 り　 内面 へ ラナデ　 底部 木葉痕 底部か ら胴部 良

明赤褐色

鈍 い橙色

8 土師器 饗
－ 7 －

外 面 へ ラケズ リ　 内面 へ ラナデ　 底部 へ ラ削 り 底部 10 0 良
黒 褐色

橙 色　 l

H3号住居址遺物観察表

H4号住居址

④

カ

　

ク

　

ラ

　

ン

1　黒褐色土（10YR2／3）小石・砂・炭化物含む。

しまり強固。

2　黒褐色土（10YR2／2）炭化物含む。しまり強固。（床）

3　暗褐色土（10YR3／3）小石・砂含む。

4　褐色土（10YR4／4）シルト主体。小石・暗褐色土

少量含む。（抱方）

5息8500In

（180）　　2m

H4号住居址実測図

遺構はB－か－4グリッドに位置し、西側は旧体

育館基礎による橙乱によって破壊され、東側はM1

号溝跡に切られていることから全体の規模及び、正

確な平面形態は不明である。残存規模は南北3．と茹m、

東西は残存規模の最大で1．45m、深さは28cm（床面）

を測る。残存した床面はほぼ平坦で、堅く土間状を

呈している。カマドなどの施設は認められなかった。

床下の掘方にはシルト質土主体の褐色土が埋め込ま

れていた。

遺物は覆土内から土師器、須恵器片、編み物石が、

床直上から土師器杯・賓が出土した。底部回転糸切

りの内黒の土師器坪及び「コ」の字状口縁の褒（武

蔵嚢）、轍櫨賓の存在から、本住居址は9世紀代、

平安時代前半と考えられる。

H4号住居址全景（西から）

－55－

H4号住居址遣物実測図（1）
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H4号住居址遺物実測図
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番号 器種 器形 口径cm 底 径cm 器高cm 調　　 整　 ・　 文　　 様 残存率 ・部位等 焼成
色可 措

1 土師器 杯 12．8 6 ．3 4 内面 黒色処理　 外面 ロクロ横 ナデ　 底部 回転糸切 り 8 5 良
鈍 い褐色

黒褐色

2 土師器 坪 12．2 5 3．6 内面 黒色処理　 外面 ロクロ横ナ デ　 底部 回転糸切 り 5 0 良
鈍い其橙色

黒褐色

3 土師器 坪 ［12．4 ］ 6 4 ．5
内面黒色処 埋 ・放射状暗 文　 外面 ロクロ横ナデ

底部 回転糸切 り 3 5 良
黄褐色

鈍い黄褐色

4 土師器 坪 5．8 内面 放射状暗文　 底部 回転糸切 り 2 0 良
鈍い黄褐色

鈍い黄褐色

5 須恵器 坪
－ 5．8 －

底部 回転糸切 り 底部 10 0 良好
褐灰色

褐灰色

6 土師器 賓 － 口線 横ナデ　 外面 パケ臼状削 り　 内面 櫛 目へラナデ 口緑破片 良
鈍 い赤褐色

鈍 い赤褐色

7 土師 器 蛮 － 口緑 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り　 内面 へ ラナ デ 口縁破片 良
鈍 い橙色

鈍 い橙色

8 土師 器 壌
－ －

口緑 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り　 内面 へ ラナデ ロ緑破片 良
鈍 い橙色

鈍 い橙色

9 土師器
鞭櫨
頚

［15 ．4 ］ － － 内外 面 ロクロ横ナデ 口線破片 良
鈍 い赤褐 色

灰赤色

10 土師器 襲 ［19 ．2 ］ 口緑 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り　 内面 へラナデ 口緑 破片 艮
明褐色

明褐色

1 1 土師器 襲 5．2 －
外面 へ ラ削 り　 内面 へ ラナ デ　 底部 へラ削 り 底 部か ら胴部 良

鈍 い赤褐 色

橙色

12 須恵器 褒
－ － －

内外両 ロクロ横ナデ 口線 破片 良好
褐灰色

灰 白色

13 須恵器 襲 12．1 外面 平行叩 き 自然 紬付着 底部か ら胴 部 良好
灰赤色

灰赤色

H4号住居址遺物観察表

番号 田上位 置 舘　　 種 石　　 材 長さ （clu） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

14 覆 土 編 み物石 （す り石 ） 砂岩 10 ．8 3 ．7 3．3 17 4

15 覆土 編 み物石 （す り石 ） 砂岩 10 4．6 2 13 6

16 覆土 編み物 石 （す り石 ） 砂岩 9．3 3．5 3．1 11 6

H4号住居址石器観察表

H5号住居址

A
一

11　　＿　4　旦＿’

2m

1黒褐色土（10YR2／3）炭化物・黄色粒・礫含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）砂・炭化物・焼土含む。（旭方）
3　暗褐色土（10YRj／3）焼土・炭化物少量含む。
4　暗褐色土（10YR3ノ4）焼土・炭化物少量含む。

5　褐色土（10YR4／4）シルト主体。暗褐色土含む。
6　暗褐色土（10YR3／4）シルト炭化物含む。

7　鈍い黄褐色土（10YR4！3）シルト主体。しまりあり。

8　暗褐色土（10YR3／3）砂・炭化物含む。

9　鈍い黄褐色土（10YR4／3）シルト主体。炭化物含む。
10　赤褐色土（5YR4ノ6）焼土主体。

11鈍い黄橙色土（10YR6／4）焼土主体。

12　黒褐色土（10Y玉2／3）焼土・炭化物・砂含む。
13　黒褐色土（10YR2ノ3）焼土・炭化物少量含む。（振方）

H5号住居址実測図
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遺構はB一お－4グリッドに位置し、西側はM1号溝跡に切られ、東側は旧体育館の基礎による橙乱によって大き

く破壊されている。確認できたのは東、南壁の一部及び北壁に構築されていたと考えられるカマドの僅かな部分であ

る。周囲を大きく破壊されていることから、遺構の規模、平面形態は不明である。僅かに残った床面は、ほぼ平坦で

固く、焼土の詰まった径約60cm、深さ7cm程度の窪みが存在した。カマドは北壁と考えられる位置に構築されている

が大半が破壊され、火床東側の一部と東袖及びその先端に補強として埋め込まれた石材が認められる程度であった。

床下の掘方は15cmほどの厚みがあり、焼土・炭化物を含む黒褐色土が埋め込まれていた。

遺物は覆土及び床面直上から土師器の聾片が出土した。口縁付近の形態が「く」の字の他に、やや「コ」の字気味

で厚みの薄い土師器嚢片（武蔵聾）が含まれることから、本住居址は平安時代、8世紀後半から9世紀初め頃と考え

られる。

H5号住居址全景（南から）

萱召．詣『ノ2

二、二　‾－
H5号住居址遺物実測図

番号 器 種 器形 口径cm 底径 cm 器 高 cm 調　　 整　 ・　 文　　 様 残存 率・部位等 焼成
色調 浩 雷）

1 土師器 壌 － 口線 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り 目線破片 良
橙色

鈍 い赤褐色

2 土師 器 賓 － －
外面 へ ラ削 り　 内面 へ ラナ デ 頸部破片 良

橙色

鈍 い赤褐色

3 土師 器 饗
－ －

口緑 横 ナデ 目線破片 良
明赤褐色

明赤褐色

4 土師 器 賓
－

目線 械ナ デ 口縁 破片 良
橙色

赤褐色

H5号住居址遺物観察表

第2節　土坑（D）

遺構はB－お－2に位置し、H2（弥生時代）を切り、遺構上部は旧体育館基礎により破壊されている。規模は確

認状況で東西24m、南北1．85m、深さ1．（姫mを測り、平面形態はやや不整の楕円形である。覆土は2層認められ上層

から暗褐色土、黒褐色土が堆積し、ともに古墳時代から平安時代の土器片を多数含む。

遺物は土師器の聾・小型褒・高坪、須恵器の壷・賓などの破片が出土した。1～3は底部糸切り後底部周辺へラケ

ズリを施す土師器の坪、7～9は口縁「コ」の字状の餐（武蔵襲）でともに平安時代の特徴を有する。4は小型の鉢

で表面に柵かなミガキを施す。5、6は高杯で5は内面に放射状のミガキ、6は外面柵かなへラケズリを施し、形状

及び調整の状況から古墳時代の土器と考えられる。10は嚢の底部である。11～15は須恵器破片で11は壷、他は賓と思

われる。本土坑は図示し得なかった小破片を含め平安時代の土器片が多数出土することから本土坑は平安時代の遺構

と考えられる。

－58－



D1号土坑全景（北西から）

＼＼、：巨タ

旦伍）旦’
A

ち三77で三；；チ．亥

∈

N

委言
霊細
Ic　）

1暗褐色土（10YR3／3）小石・砂・土器多く含む。（土師器）

2　黒褐色土（10YR2／3）小石・礫（5N20cm）・土器多く含む。
（土師器）

D1号土坑実測図

、・・二

二

観′5

‥
轡

6

　

7

甘

、

9

Dl号土坑遺物実測図

番号 器種 器 形 口径 cm 底径 cm 器 高 cm 調　　 整　 ・　 文　　 様 残存率 ・部位 等 焼成
色可 緒

1 土師器 坪 ［14．2］ ［7］ 4．9
内外面 ロクロ横ナデ 内面 放射状 ミガキ

底部 ・周辺 へラ削 り
3 0 良

鈍 い褐色

褐 灰色

2 土師岩苫 坪 ［1 3．9］ ［7．1］ 4．1 内外面 ロクロ横 ナデ　 底部 体部下 半へラ削 り 2 5 良
鈍 い橙 色

鈍 い橙 色

3 土師 器 坪 ［5．0］ － 底 部 回転糸切 り　 内面 黒色処理 底部付 近破片 良
鈍 い橙 色

黒色処理

4 土師 器 鉢 口縁 構 ミガキ　 外 面 へラ削 り　 内面 放射 状 ミガキ 口縁破 片 良
橙色

明赤褐 色

5 土師器 高坪
－

坪 都外面 へ ラ削 り　 師部内面 放射状 ミガキ 坪底 部破片 良
鈍 い赤 褐色

暗赤褐色

6 土師器 高杯 － － － 脚部外 面 縦へ ラ削 り　 脚部内面 へ ラナ デ 脚部破片 良
橙色

鈍 い橙色

D1号土坑遣物観察表（1）
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7 土師器 襲
－ －

口緑 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り □緑破片 良
鈍 い赤 褐色

鈍 い赤褐 色

8 土 師器 聾 － － －
口線 横 ナデ　 外面 へ ラ削 り 口線破片 良

橙色

鈍 い橙色

9 土師器 襲 － －
口線 横 ナデ 口縁破片 良

橙色

鈍 い橙色

1 0 土師 器 凄
－ －

外面 へ ラ削り　 内面 へ ラナデ 底部 1 00 良
橙色

鈍 い橙色

1 1 須恵器 小壷
－ －

ロクロ横 ナデ　 自然粕付着 肩 部破 片 良好
褐灰色

灰 白色

1 2 須恵器 聾 － － －
外面 平行叩 き後ナデ　 内面 ロクロナヂ 休部破 片 良好

褐灰色

褐灰色

1 3 須恵器 要
－

外面 平行叩 き　 内面 パケナデ 体部破 片 良好
褐灰色

灰白色

14 須恵器 褒
－ － 外面 平行叩 き後横 ナデ　 内面 同心 円当て具痕 体部破片 良好

褐灰色

黄灰色

15 須恵器 襲 － － － 外面 平行叩 きに直行 し櫛描 休部破片 良好
暗灰色

灰色

D1号土坑遺物観察表（2）

第3節　溝跡（M）

遺構はH5（平安時代）、H4（平安時代）を切り、南北方向に

長くA－か－10からB－お－8にかけて認められる。南北方向と

も調査区外に続くと考えられる。規模は確認できた範囲で南北31m、

深さ0．9m（最大）、確認面上での幅2．6～3．9m、底幅0．5～1．4mを測

る。

正確な時期は不明だが、平安時代の住居址を切ることから、これ

以降に掘られた遺構と考えられる。付近は遺跡名となっているよう

に、古い屋敷跡があったとされる地域に位置することから、地域の

区割りに利用された堀的な役目を持った溝であった可能性もあり得

る。

M1号溝跡全景（北から）

1黒褐色土（10YR2！3）（小石1′10C血）・砂含む。

2　暗褐色土（10YR3／3）（小石1n8cm）・砂含む。

6亀8800Tn

（1200）
2m 旦義彦

M1号溝址実測図
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H1号住居址全景（西から）

H1号住居址掘方（西から）

－62－



H2号住居址全景（西から）

H2号住居址遣物出土状況
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H2号住居址掘方（西から）

H3号住居址全景（南から）
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H3号住居址カマド（南から） H3号住居址カマド（南東から）

H4号住居址全景（西から）
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H4号住居址遺物出土状況（1） H4号住居址遺物出土状況（2）

H4号住居址遺物出土状況（3） H4号住居址遺物出土状況（4）

H4号住居址掘方（東から）
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H5号住居址全景（南から）

H5号住居址カマド（南から） H5号住居址カマド焼土堆積付近（南から）

H5号住居址焼土除去状況
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H5号住居址カマド掘方（南から）
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M1号溝跡全景（南から）

表土除去作業（北から）

遺跡見学風景
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平賀中屋敷遺跡　調査区中央周辺写真（西から）

調査風景（南から）
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平賀中屋敷遺跡ⅣHl・2号住居址造物
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平賀中屋敷遺跡ⅣH2・3号住居址遺物

－72－



H4－4

平賀中屋敷遺跡ⅣH3・4号住居址遣物
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平賀中屋敷遺跡ⅣH4号住居址遺物
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J星、＿＿
平賀中屋敷遺跡ⅣH4号住居址・D1号土坑遣物
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1m5
平賀中屋敷遺跡ⅣD1号土坑遺物
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樋橋遺跡I
報告書





20　樋橋遺跡I

所　在　地

調査委託者

開発事業名

調査期間

調査面積

調査担当者

例言・凡例

佐久市大字岩村田字樋橋1649－1

佐久市高速交通課

市道改良事業

平成14年6月3日

20Iが

林　幸彦

圭七筆写、野．・．．、；・．苛二轍

迫等感　群　　臣

I

戸

第1図　樋橋遺跡l位置図（1：50，000）

1．本報告は、平成14年度に行った市道改良事業に伴う発掘調査の報告である。

2．樋橋遺跡の略号は、「I TY」とした。

3．挿図の縮尺は、図に明記した。

4．遺構の海抜標高は、水糸標高を記した。

5．土層の色調は、1988年版『新版　標準土色帳』に基づいた。

経過と立地

樋橋遺跡は濁川の左岸にあり、標高687mを測る。西側一帯は塚原泥流分布域で、小丘が多く存在する。本遺跡の
西方100mには、弥生時代後期の集落や環濠が検出された西一里塚遺跡がある。

佐久市高速交通課が市道改良事業を計画したため、平成12年3月に試掘調査を実施した。従来遺跡として周知され

ていなかったが、弥生時代や平安時代の土器片が出土し、土坑が検出されたので、新発見の樋橋遺跡Iとして発掘調

査（平成12年4月）を行った。今回は、樋橋遺跡Iより北に位置する地点で、試掘調査（平成13年1月～2月）の結

果溝が検出されたので、樋橋追跡Ⅱとして記録保存調査を実施した。

調査概要

（1）溝址

試掘調査トレンチは県道塩名田・佐久線（旧中山道）との交差点から南へ1本（200m）、県道沿いに東西50mを

設定した。溝址は、県道から南へ130mの地点で検出された。北東から南西へ延び長さ2．2m幅約0．5m深さOAmを

測る。4層の黒褐色土の上面から確認された。覆土下部の5層は、砂を含まず浅間第一軽石流を斑状に含む。5層堆
積後に水の流れがあったのであろう4層の砂層がみられる。

遣物は、確認されなかった。

樋橋遺跡Iは、塚原泥流残丘の通称餓鬼塚と呼ばれる小丘裾から検出された。このような小丘は、長年の水田耕地

化や近年の圃場整備工事によって平坦化されてしまっている。しかし、清水田遺跡Ⅱや松の木遺跡さらに辻の前遺跡

Ⅱのように、この小丘の北側低地に堆積した浅間第一軽石流上に小集落が確認されることがある。餓鬼塚の北側もも

ちろん旧中佐都村一帯の水田下に同様な状況が埋蔵されている可能性が高い。
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第2図　樋橋遺跡1・Iおよび周辺の遺跡（1：10，000）
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1層　用水の撹乱
2層　水田耕土
3層10YR2／2　黒褐色土　暗褐色の砂を含む。

粘性強い。

4層10YR3／4　暗褐色土　砂。
5層10YR2／3　黒褐色土　黄褐色土を斑状に

多く含む
6層10YR2／3　黒褐色土
7層10YR5／6　黄褐色土　3～5cmの軽石

多く含む。（浅間第一軽石流。）

B標高687．9m

0　　　（1‘40）　1m

第4図　溝址実測図

調査地点全景（南から）



9分析・鑑定結果報告書
枇杷坂遺跡群　円正坊遺跡Ⅴ出土　銅釧片の自然科学的調査

財団法人　元興寺文化財研究所

菅井　裕子　　渡辺智恵美

独立行政法人　東京文化財研究所

平尾　良光　　鈴木　浩子

1．はじめに

枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Vから出土した銅釧片について、保存処理の事前調査として自然科学的調査を行う機会を

得たので報告する。調査対象は円正坊遺跡VのHl住居址（古墳時代後期前半）から出土した銅釧片2点である（写

真1）。ケイ光Ⅹ線分析は菅井裕子が、遺物の状態確認と試料採取は渡辺智恵美が、鉛同位体比測定による産地推定

は平尾良光と鈴木浩子が実施した。

1－2

写真1銅釧片と試料採取箇所

2．ケイ光X線分析

2－1概要

銅釧片に含まれる成分の調査及び鉛同位体比測定に必要な鉛の有無の確認のため、ケイ光Ⅹ線分析（以下ⅩRF）

による表面からの非破壊分析を行った。分析箇所は銅釧片1－1及び1－2の表面の平滑な部位である。

2－2　使用機器及び測定条件

エネルギー分散型ケイ光Ⅹ線分析装置（セイコーインスツルメンツ㈱製SEA5230）

試料の徴小領域にⅩ線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有のケイ光Ⅹ線を検出することにより元素
を同定する。

モリブデン管球使用、大気条件下、コリメータ1．8mm、管電圧45kV

2－3　分析結果及び考察

ⅩRFによるスペクトルを図1，2に示す。検出したのは、銅（Cu）、スズ（Sn）、鉛（Pb）、ヒ素（As）、アンチモン

（Sb）、銀（Ag）、鉄（Fe）であった。

主に銅、スズ、鉛で構成されるとみられ、青銅製の釧である。アンチモン、ヒ素、銀は素材中に含まれると考えら

れ鉄は土壌成分に由来するものが多いとみられる。既に腐食により元の金属部分は失われているため、定量分析は
行っていない。

3．鉛同位体比測定

3－1　分析法

1）鉛同位体比法による青銅材料の産地推定
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産地推定のために鉛同位体比法を利用した（1）。一般的に、鉛の同位体比は鉛鉱山の岩体が違えばそれぞれの鉱

山毎に異なった値となることが知られており、産地によって特徴ある同位体比を示すことが今までの研究でわかって

いる。そこで、鉛の産地の違いが鉛同位体比に現れるならば、文化財資料に含まれる鉛の同位体比の違いは材料の産

地の違いを示すと推定される。古代の青銅には鉛が微量成分として0．01％程度、あるいは主成分の一つとして5～

20％含まれている。鉛同位体比の測定に用いられる鉛量は測定器（質量分析計）の感度が非常に良いため、1マイク

ログラムの鉛があれば十分である。また試料は青銅の金属部分でも錆部分でも同位体比は変わらないことが示されて

いるので、資料からは錆を微少量採取するだけで十分である。そこでこの方法を本資料の材料産地の推定に利用した。

試料から錆の一部を採取し、鉛を科学的に分離し、表面電離型質量分析計で同位体比を測定した（2）。

2）鉛同位体比の測定

資料から微少量（1mg以下）の錆を採取して、鉛同位体比測定用の試料とした。試料を石英製のビーカーに入れ、

硝酸を加えて溶解した。この溶液を白金電極を用いて直流2Vで電気分解し、鉛を二酸化鉛として陽極に集めた。析

出した鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。0．2マイクログラムの鉛をリン酸－シリカゲル法で、レニウムフィラメ

ント上に載せ、サーモクエスト社製の全自動表面電離型質量分析計MAT262に装着した。分析計の諸条件を整え、フィ

ラメント温度を1200℃に設定して鉛同位体比を測定した。同一条件で測定した標準鉛NBS－SRM－981で規格化し、測定

値とした。

3－2　鉛同位体比の測定結果考察

1）鉛同位体比測定値

測定した鉛同位体比を表1で示した。この値を今までに得られている試料と比較するために鉛同位体比の図で示し

た（図1）。

表1長野県佐久市枇杷坂遺跡群円正坊遺跡Ⅴから出土した銅釧片の鉛同位体比

206pb／204pb　207pb／204pb　208pb／204pb　207pb／206pb　208pb／206pb　測定番号資料名　　　田土地

銅釧片1弓　円正坊遺跡V　17．726　　15．546　　　3臥382　　　0．8770　　　2．1653
ニ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿……＿＿＿＿＿＿＿　‥＿……。ま＿ミまさき．＿さモ＿iモモきまききざ＿ぎ＿＿き＿ミ＿こ＿＿＿＿＿＿こ＿＿…　＿＿　＿　＿＿＿＿＿＿＿　　＿…こ二＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二二ニ二＿：：＿＿＿＿二二＿＿＿＿「＿‥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ここ＿ニ二＿＿＿＿＿∴ニこ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ニ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿てこここニニ＿＿ニここ＿ニ＿ここ＿＿ここ∴＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二＿＿＿＿＿＿＿＿＿　ニ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…こ∴＿＿＿＿こここ＿こj堕旦墜

銅釧片上2円正坊遺跡V　17．746　　15．558　　　38逮45　　　0．8767　　　2．1664　　HSl138

＿＿＿＿＿……＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿＿　　　＿二軍差範囲＿＿　＿‥＿＿＿睾些旦10＿＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿≠＿0㌧坦9ニ　ニこ＿＿＿＿＿＿＿ま瑚38＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿享年Pqニ墜≡≡≡＿＿＿ミニ＿ここここ＿＿ニ＿…±0．0叩6‥ニ＿＿…二二＿ニ＿＿∴＿こニここここ＿ニ＿＿ここ＿ニ＿＿＿＿＿＿＿‥＿＿＿＿ニ▼こ。ここここここ：

横軸が207Pb／2（姫Pb，縦軸が208Pb／2（施Pbの値とした図を仮にA式図と呼ぶこととする。この図で鉛同位体比に関

して今までに得られている結果を模式的に表わし、今回の結果をこのなかにプロットした（3～7）。日本の弥生時代

に相当する頃の東アジア地域において、Aは中国前漢鏡が主として分布する領域で、後の結果からすると華北産の鉛

と推定される。Bは中国後漢鏡及び三国時代の銅鏡が分布する領域で、華南産の鉛と推定される。Cは現代の日本産

の大部分の主要鉛鉱石が集中する領域で、日本産鉛の範囲とした。Dは朝鮮半島産とされる多紐細文鏡が分布する領

域の中央線として示される。またaは弥生時代後期の銅鐸が集中した領域である。

横軸が2〔妬Pb／2似Pb縦軸が207Pb／204Pbの値とした図をB式図と呼ぶこととする。この図の中でA’、B’、C’、D’は

それぞれ中国華北、華南、日本、朝鮮半島産の鉛領域を表わしている。

これらの図の中に測定値を「⑳」で示した。

2）結果と考察

円正坊遺跡Vから出土した銅釧片2点は、A領域の中でも画一的なa領域に位置した。2点の銅釧片はほぼ同じ鉛

同位体比を示し、同じ材料を用いて鋳造されたと考えられる。

これまでの研究から、a領域は近畿三遠式銅鐸や広形鋼矛など弥生時代後期青銅器が集中して位置する領域である

ことがわかっている。これらの銅釧がa領域に位置することから、弥生時代後期青銅器と同じ材料を用いて鋳造され

たと考えられる。

2－1引用文献
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測 定装 置 SE A 5 23 0

測定 時 間 （秒 ） 300

有効 時間 （秒 ） 204

試 料 室雰 囲気 大気

コ リメ 一．タ ¢1．8 m m

励 起電圧 （kV ） 4 5

管電流 （〟A ） 20

コメン ト 20 0 1－2 0 5 0　 佐久 市

1 － 1　 鋼釧 片

視野ⅨⅥ6．25　4．67（mm）

4 3 1 ．O c p s　 A　　　　　　　 車 外 卜 1 ．S P C

d
k ：
O
h

遥

プ
ロ

遥

。　　　　　　　　　　　　 病

1 尋雲▲　　　 招

0．00keV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鳳00keV

図1．銅釧片1－1のXRFスペクトル
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［測定条件］

測 定装 置 SE A 52 3 0

軌 定時 間 （秒 ） 30 0

有効 時 間 （秒） 2 16

試料 室雰 囲気 大気

コ リメータ ¢1．8 皿In

励 起電 圧 （kV ） 4 5

管 電流 （〝A ） 2 4

コメ ン ト 200 ト2 0 50　 佐 久市

1 － 2　 銅釧　 破 断面

［スペクトル］

視野：匹Ⅵ6．254．67（mIn）

213．8 cps i A 番外卜 2B．S PC

ld鍼
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遥
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図2　錦釧片1－2のXRFスペクトル
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2㊦pb／2伽pb

図3　円正坊遺跡Vから出土した銅釧片の鉛同位体比
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Ⅲ　一般文化財事業

笥　体　　制

文化財保護審議会委員

会　　　長　　　鈴木

職務代理　　　小林

清水

中沢

資料館協議会委員

大

雄

夫

人

公

徳

岩

忠
籠
栗

堀
　
中

好夫　　小林　毒三　　並木　良子

集

会　　　長　　　柳澤　佐久平

職務代理　　　柳澤　　陽

花岡　　茂　　鈴木　公人　　赤岡　靖雄　　臼田　隆雄

高畑　恒夫　　酒井　圭子

佐久市教育委員会　文化財課

教　育　長　　　高柳　　勉

教育次長　　　黒沢　俊彦

文化財課長　　　嶋崎　節夫

文化財係長　　　森角　吉晴

文化財係　　林　　幸彦　須藤　隆司　　小林　眞寿　三石　宗一

冨沢　一明　　上原　　学　　山本　秀典　　出澤　　力

2　調査事業鎧

平成14年度調査事業費

6，577，000円

6，570，061円

園田県◎市指定文化財（国指定8件　県指定13件　市指定39件　合計60件）

恥． 指定 区分 文化財 名 名　　 称 員 数 所在地 所有 者 指定年 月 日

1 国指定 天然記念 物 岩村 田ヒカ リゴケ 自生地 1カ所 岩村 田 佐久 市 T lO。3 ．3

2 〃 史跡 旧中込学校 1カ所 中込 佐久 市 S 4 4．4 ．1 2

3 ／／ 重 要文化財 駒形神 社本殿 （附　 棟札 4 枚） 1棟 下塚原 駒 形神社 S 24．5 ．30

4 〃 重要 文化財 絵本着 色一遍上 人絵 伝第二 1幅 野沢 金台寺 S 9 ．1 。30

5 ／／ 重要 文化財 絵本書他 阿上人 自筆 仮名消息 1幅 野沢 金台寺 S 9 ．1 ．30

6 ／／ ！重要 文化財 旧 中込学校 （附　 建 築文書 3 点） 1棟 中込 佐久市 S 4 4．3 ．12

7 ／／ 重要文化 財 鉄 鐘 1 跡部 藤沢平治 S 52．6 J l

8 〃 無形民俗文化財 跡 部の踊 り念 仏 1 跡部 跡部踊り念仏保存会 S 6 11 2．17

9 県指 定 県 宝 木造 地蔵菩薩 半蜘侍像 1躯 根 々井 正法 寺 S 44 ．5 J 5

10 ／／ 県 宝 木造 阿弥陀如来 坐像 1躯 岩村 田 西念 寺 S 3 4．1工9

11 ／／ 県宝 木像 阿弥陀如来坐 像及び両脇 侍 3躯 安原 安養寺 H 6 ．8 ．1 5

12 ／／ 史跡 三河 田大 塚古墳 1基 三 河 田 故柳沢義一 S 3 7．7 ．12

1 3 ／／ 史跡 伴野城跡 1 野沢 大伴神社。佐久市 S 4 0．4 ．30

14 ／／ 史跡 根 々井氏館 跡 1 根 々井 正法寺 S 4 0．7 ．2 9

15 ／／ 史 跡 北高禅師墓碑 1基 岩村 田 龍 雲寺 S 4 4．10．2

16 ／／ 史 跡 大井 城址 （王城 e 黒岩城） 1 岩村 田 個 人 3 4 人 S ∠46．5 ．2 7
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No． 指定区分 文化財名 名　　 称 員数 所在地 所有者 指定年月日

17 ／／ 史跡 平賀城跡 1 常和 個人 37 人 S ∠箔．5 ．27

18 ／／ 史跡 岩尾城跡 1 鳴瀬 個人 39 人 S ∠46．5 ．27

19 ／／ 天然記念物 王城のケヤキ 1 岩村田 荒宿十二社 S 6 1．3 ．27

2 0 ／／ 県宝 版本大般若経 5 82巻 安原 安養寺 S 63．3 ．24

2 1 ／／ 県宝 洞源山貞祥寺三重塔 1 前山 貞祥寺 H 4 ．9 ．10

2 2 市指定 史跡 安原大塚古墳 1基 安原 英多神社 S 45J O．1

2 3 ／／ 史跡 大梅禅師墓碑 1基 内山 正安寺 S 45ユ0．1

24 ／／ 史跡 弟錮亀沢端一里塚東塚 1基 岩村田 関口芳行 S 45．10．1

25 ／／ 天然記念物 白山神社のイチイ古樹 1 常和 白山神社 S 45．10．1

26 ／／ 天然記念物 野沢町の女男木 1 野沢 大伴神社 S 45。10．1

27 ／／ 有形文化財 竹田の鉦 （一） 1 根岸 工藤光吉 S 45．10．1

28 ／／ 有形文化財 竹田の鉦 （二） 1 根岸 工藤勇祐 S 4 5．10．1

2 9 ／／ 有形文化財 金台寺の鉦 1 野沢 金台寺 S 4 5J O．1

3 0 ／／ 有形文化財 下桜井村寛永の 5 人組帳 1 桜井 白田繁雄 S 49J 2．1

3 1 市指定 有形文化財 平賀村中善音大般若経 6 00 巻 平賀 中善寺 S 49J 2．1

3 2 ／／ 有形文化財 永禄十一年上原筑前御恩検地帳 1 瀬戸 柳沢譲 S 49J 2．1

3 3 ／／ 有形文化財 桃源院木造地蔵菩薩坐像 1躯 南岩尾 桃源院 S 49．12．1

34 ／／ 有形文化財 平尾大社本殿 1棟 上平尾 平尾大社 S 49J 2．1

3 5 ／／ 有形文化財 取出町百番観音 100躯 取出町 取出町区 S 49．12．1

3 6 ／／ 史跡 北西ノ久保の石像塔婆群 1群 岩村田 井上行雄 S 491 2．1

3 7 ／／ 史跡 正楽院の供養塔 1 平賀 長福寺 S 49．12．1

3 8 ／／ 名勝 較月原 1カ所 小田井 佐久市 S 53．2 ．1

3 9 〃 天然記念物 チ ョウゲンボウ 2カ所 伴野・鳴瀬 佐久市 S 53．2 ．1

4 0 ／／ 有形文化財 旧長命寺仁王堂応永在銘石柱 1基 大沢 長命寺 S 54．9 ．25

4 1 ／／ 史跡 前山城跡 1 前山 個人 1 1 人 S 56 ．4 ．23

4 2 ／／ 有形文化財 暦應在銘板碑 1 中込 正楽寺 S 57。3 ．1

4 3 ／／ 民俗無形文化財 岩村田祇園におけるお船様祭 り 1 岩村田 荒宿区 S 58．9 ．1

4 4 ／／ 有形文化財 安養寺の木造宝燈国師倍像 1躯 安原 安養寺 S 62．10．20

4 5 ／／ 有形文化財 安養寺の中世文書 7点 安原 安養寺 S 62J O．20

4 6 ／／ 有形文化財 龍雲寺の中世文書 3 8点 岩村田 龍雲寺 S 62．10．20

4 7 ／／ 有形文化財 東一本柳遺跡古墳出土遺物 14 7点 岩村田 佐久市 S 62．10．20

4 8 ／／ 有形文化財 上直路遺跡出土遺物 3 5点 岩村田 佐久市 S 62．10．20

4 9 ／／ 有形文化財 北西ノ久保遺跡出土の遣物 8 3点 岩村田 佐久市 S 62．10．20

5 0 ／／ 有形文化財 中道遺跡出土遣物 2点 野沢 佐久市 S 62．10．20

5 1 ／／ 有形文化財 周防畑 B 遺跡出土遺物 34 点 長土呂 佐久市 S 62．10．20

5 2 ／／ 有形文化財 後沢遺跡出土遣物 2 6点 小宮山 佐久市 S 62．10．20

5 3 ／／ 有形文化財 瀧の峯古墳出土遣物 3 1点 根岸 佐久市 S 62J O．20

54 ／／ 史跡 後沢遺跡 2基・5棟 小宮山 佐久市 S 62J O．20

5 5 ／／ 史跡 瀧の峯古墳群 1～4号 根岸 個人 6 人 S 62J O．20

5 6

5 7

／／ 有形文化財
木造愛染明王及び脇侍

木造両界大日如来坐像
3躯 志賀 法善寺 H l 。11．6

／／ 有形文化財 大井法華堂修験関係文書 8 59点 岩村田 大井道也 H l 。11．6

58 ／／ 有形文化財 旧大沢小学校 1棟 大沢 佐久市 H 8 ．6 ．6

59

60

／／ 有形文化財
倉沢薬師堂 （本殿、宮殿、石像薬師

如来立像、加舎白雄 自筆奉納俳額）
4点 前山 貞祥寺 H lO．4 ．30

／／ 有形文化財 正法寺多層塔 1基 根々井 正法寺 H lOJ 2．28
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4　普及口公開事業
旧中込学校。藤村旧宅入館者状況

開館日数　　　　　　　　　入館者数

旧中込学校　304日　　　　9，121人

藤村旧宅　139日　　　　2，335人

Ⅳ　庶務田誌
4月　7日　跡部の踊り念仏　（教育長、課長出席）

10日　旧中込学校。大沢資料館の消防器具点検（係立会）

24日　佐久市新規採用職員市内施設見学（文化財課事務室e旧中込学校）

30日　月例会

5月　20日　職場体験学習（野沢中学校2学年10人）

28日

～31日
職場体験学習（城山小学校5。6年生）

31日　月例会

6月　7日　市町村文化財担当者会議　於県庁（係出席）

18日　文化財パトロール（文化財保護指導委員：出浦晃彦）

27日　月例会

7月　3日　FM佐久平出演（少年考古学教室についてお知らせ）

17日　県史跡伴野城跡第1回保存整備委員会　於野沢会館（整備委員、係）

19日　職場体験学習（浅科中学校2学年10人）

22日　社会科学習会（縄文式土器製作）

（佐久城山小学校6学年69人）　於佐久城山小学校

29日　月例会

8月　5日

／）7日
第23回少年考古学教室　於文化財課

6日　文化財保護審議会（龍雲寺山門、横根塚原古墳群について）

6日　県史跡伴野城跡公園整備事前協議　於県庁　（係長、係出席）

12日　県史跡伴野城跡公園整備事前協議　於県庁　（課長、係長出席）

21日　文化財パトロール（文化財保護指導委員：新海節生）

29日　旧中込学校。資料館所蔵「戸田橋設計図」撮影立会

埼玉県戸田市立郷土博物館　第18回特別展「中山道展」展示のため

9月　3日　月例会

8日　跡部踊り念仏　テレビ局（NHK大阪放送局）撮影立会

放送日10月12日（NHK教育）他　再放送、ハイテレビジョン放送等
目

　

［

日

　

日

　

［

日

　

日

1

2

　

1

3

　

2

7

　

2

　

7

～

月01

11月

職場体験学習（中込中学校2学年4人）

月例会

県史跡伴野城跡第2回保存整備委員会　於野沢会館（整備委員、係）

市内社会科見学（中込小学校6学年61人）

於文化財課（展示品見学、火煽し体験）

職場体験学習（野沢中学校2学年10人）

月例会

文化財パトロール（文化財保護指導委員：出浦晃彦）
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12日　長野県文化財保護研修会　於長野県立歴史館
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（文化財保護審議会委員、堀籠好夫、並木良子、係）

月例会

県史跡伴野城跡第3回保存整備委員会　於佐久市研修センター　（整備委員、係）

課仕事納め

月例会

課仕事始め

国史跡重要文化財中込学校にて防災訓練　（本日文化財防火デー）

月例会

佐久地区文化財担当者会議　於望月町駒の里ふれあいセンター（係）

県史跡伴野城跡第4回保存整備委員会　於佐久市研修センター　（整備委員、係）

年度報告会（於佐久市研修センター）

文化財保護審議会（金台寺「阿禰衣」について）

月例会

栃木県小川町文化財保護審議会委員研修のため旧中込学校視察、案内

課年度納め

月例会

城山小学校

体験学習（5・6年生）

於後家山遺跡

Ⅴ　施　　設

施設は佐久市大字志賀に在り、旧志賀小学校の一部を改修・修繕し使用している。事務所棟として使用する平屋の

南校舎は明治34年に、整理棟として使用する北校舎は大正12年にそれぞれ造築された。平成9年には北校舎の一部が

老朽化の為取り壊しとなり、新たに平屋の整理棟（2部屋）を増設した。

施設面積　8，050Iポ（グランドは除く）

事務室1室（2室分）　管理・更衣室・事務用品倉庫1室　　　　　図書室1室　　　　　　資料展示室1室

調査整理室15室　　　　水洗室2室　　　　　スタジオ1室　　　保存処理室1室　　　　木製品収蔵室1室

機材整備室1室　　　　機器材倉庫2箇所　　測量用具倉庫1室　大型遣物収蔵庫1棟　　耐火収蔵庫1室

小倉庫2室　　　　　　防火器具庫2箇所　　防火水槽1箇所　　給湯施設3箇所　　　　屋内トイレ2箇所

屋外トイレ2箇所　　　休憩室1宝　　　　　シャワー室1室
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土器保管庫（旧体育館）

資料展示室（事務所南棟の一室）

－93－



駒形神社　　一間社流れ造り　　　『佐久市の文化財』より転載

国重要文化財昭和24年5月30日

馬に乗った男女2神像が安置されていることから、牧に関係する神社と推定される。
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紙本着色一遍上人絵伝巻第二　　　『佐久市の文化財』より転載

図重要文化財　昭和9年1月30日

踊り念仏の場面が描かれ　一遍上人を中心にして17人ほどの僧侶が夢中になって踊っている。
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